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藤井 ボ リビアの農民

ボ リ ビ ア の 農 民

農民の 「行動の記録」 の分析(そ の1)

藤 井 龍 彦*

Life of the Bolivian  Peasant: An Analysis of Diary Entries

Tatsuhiko  Fuji'

   This article is an analysis of a corpus of data entitled "Diaries 
of Bolivian Peasants." These diaries were written by ten 
Bolivian peasants (Aymara speakers) of the highlands of the 
Department of La Paz. They were requested to write these 
diaries by Mauricio Mamani when he was one of the Bolivian 
coordinators in the Rural Development Service Program of 
Cornell University. 

   The diaries were written between April 8, 1979 and June 30, 
1981. They consist of such daily activities as agriculture, 
animal husbandry, economic transactions, making of textiles, 
communal/family feasts or rites, and recreation. 

   I analysed the first one-year cycle (from April 8, 1979 to April 
7, 1980) of one peasant family (husband, wife, a daughter, and 
a son) who live in Yuka community, Camacho Province (Map 1). 
The objective was the quantitative analysis of peasant life based 
on the diary's contents. 

   The results of the analysis are as  follows  : 
   1)  Agriculture  : on which this family spends only  30% of 

their total working hours on agricultural activities. 
   2) Sexual  division: the sexual division of labor in this 

family is not marked, either in agricultural or other activities, 
such as cooperative and domestic work. 

   3) Reciprocity: 31 times during the year, the family offered 
help, in the form of labor, to other families, including that of the 
husband's father. Whether this figure is high or low is yet in 

question because of the lack of quantitative data for comparison.
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But we may say that the social relationship from which they can 
expect help when they need it is relatively narrow and limited. 

   4) Altruistic  labor: accounted for about  7% of this family's 
total working hours. For Bolivian peasants, altruistic labor 
means that they  pool their working hours for future necessities. 

   Needless to say, this analysis was based on only the diary 
of a single peasant family living in one region of the Bolivian 
highlands, so we cannot generalize the results as being applicable 
to other Andean rural communities.

1.　 はじめに

2.資 料 と方法

3.農 民Aの1年 間の生活

　3-1.ユ カ村

　3-2。 農民Aの 最初の1週 間

　3-3.農 民Aの1年 間 の生活

4.農 民Aの 生活の分析

　4-1.農 牧生活

　　4-1-1.　 農耕 サイクル

　　4-1-2.　 農作業の労働時間 と収穫量

　　4-1-3.手 伝 い

　　4-1-4.牧 畜

　 4-2.仕 事 の分 担

　 　4-2-1.農 作業

　 　4-2-2.牧 畜

　 　4-2-3。 　　冨り業

　 　4-2-4.買 物

　 　4-2-5.夫 婦 の分 業

　 4-3.そ の他

　 　 4-3-1.収 支

　 　4-3-2.農 業協 同組 合

　 　 4-3-3.社 交 ・娯 楽

5.　 お わ りに

1.は じ め に

　筆者は1983,85の 両年,ボ リビア領北西部高地において定期市の調査を行い,そ の

結果はすでに本研究報告において発表した[藤 井　1987]。 調査結果を簡単に述べる

と,中 央アンデス全域においても,ボ リビア領は定期市の良 く発達 している地域であ

り,な かんず く調査地であったラパス県高地部は,市 の開かれる町や村の数,市 に集

まる人の数ともに,そ の他の地域に比べ多いことが判明した。

　この地域で定期市が発展する理由のひとつとしては,首 都 ラパスの存在があげられ

る。つまり,市 は人口集中地に対する農牧産物の供給システムの一環として機能 して

いる。 しかしながら,ラ パスか ら遠い,あ るいは交通の不便な遠隔地において も,規

模は小さいとはいえ,数 多くの定期市が開かれているということは,上 記の理由だけ

では説明できない。
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　農村から都市への農牧産物供給,あ るいは逆に工業製品などの農村への供給は,定

期市の持っている経済的機能として重要なものである。 しか し,市 が持つ機能は,こ

のような経済的なものだけではない。つまり,経 済的機能がほとんど働いていない地

域における市の発展は,市 という不特定多数の人間が集まる場という特性によると考

えなければならない。ボリビァ領に限 らず,中 央アンデス高地部における農牧社会は,

生業においても,村 の内外での人間関係において も,互 酬,再 分配,パ トロン ・クラ

イアント関係など,多 くの共同体としての規制にしばられているのが実情である。こ

のような日常生活の中で,こ れらの規制に対 して 「市」(商取引)の 持つ解放性 こそ

が,多 くの農牧民を市へと導 く要因となっている[藤 井　1987:107--109]。

　ところで,筆 者がこれまで行ってきた市の調査は,毎 週各地で定期的に開かれる市

における参与観察によるものであった。その際得 られた資料のうち,時 間,人 数,商

品の種類や量などは,ほ ぼ正確なデータを集めることができた。しかし,そ こに集ま

る農牧民に関するデータ(市 に くる頻度,持 って くる農牧産物や交換,あ るいは買う

ことによって入手する品物など)は,限 られた時間内での聞き取りだけであったため,

多 くを集めることは不可能であった。幸いこれらのデータは,本 稿で とりあつか う農

民により書かれた 「行動の記録」(以 下単に 「記録」とのみ記す)を 使 うことにより

補強することがで きた。 「記録」から得 られたデータは,現 地調査で得られたいくつ

かの資料と共に,市 に対する農牧民の関与の度合をはっきりと示 しており,資 料的価

値の高いものであるということが確認 された。

　本報告はこれ らの 「記録」に基づいて,前 回あつかった,市 およびそれ以外の場に

おける物資の購入あるいは交換 ・売買の側面ばか りではな く,生 業(特 に1年 間のサ

イクルや夫婦間の分業),社 交,そ の他の面における,ボ リビア高地の農民の生活を

数量的データを加味して分析 しようとするものである。

2.資 料 と 方 法

　本報告で使用 した資料は,ボ リビア高地の農民自身によって書かれた 「行動の記録」

である。この 「記録」に関しては前稿でも触れたが,も う1度 これらが書かれた由来

について明らかにしておく。

　1979年 から81年にかけて,コ ーネル大学国際研究センターは,ア メリカ合衆国国際

開発事業団(USAID)と ボリビア農牧省(MACA)の 後援で,農 村 開発 サービス計

画(RDS)を ボリビア農村において実施した。 「記録」は,同 計画のボ リビア側責任
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者 の ひ と りで あ った マ ウ リシオ ・ママ ニ(Mauricio　 Mamani)氏 の発 案 に よ り,ラ

パ ス県 高 地 部 に お け る 農 牧 生 活 の さ ま ざ ま な側 面 に 関 す る 基 本 資料 収 集 の た め に
,

1979年4月 か ら1981年6月 まで の2年 と2ヶ 月 に わ た り,農 民 自 身 に よ る 日 々の行 動

記録 と して書 か れ た もの で あ る。 この 計 画 に 参 画 した 農 民 は,す べ て現 地 語(ア イマ

ラ語)使 用 者 で あ るが,「 記録 」 は ス ペ イ ン語 で 書 か れ て い る。 「記 録 」 の 書 き方 は個

人 に よ り差 があ るが,内 容 の基 本 は農 作業,家 畜 の世 話,水 や燃 料 の 供 給,食 事 の準

備,衣 服 の洗 濯 と繕 い,織 物,売 買 あ るい は交 換 な どの 取 引,保 健,家 族 あ るい は村

の祝 い ご とや 祭 り,そ の他 多 くの 日常 生 活 に 関 す る もの で あ る[HATcH　 l　982:viii]。

「記 録 」 の記 入 に 関 して は,計 画期 間 中定 期 的 に,マ マ ニ 氏 が書 き方 に つ い て の指 導

を行 って い た 。 しか し,あ くま で も この計 画 に 協 力 した農 民た ちの,自 発 的 な意 志 に

よ り書 か れ た もの で,か つ 資 料 と して の公 開を 前 提 と して い る。

　 この 計 画 自体 は,ボ リ ビアの 高 地 の み な らず,中 部 の コチ ャバ ンバ 地方,お よ び東

の低 地 の サ ンタ ・クル ス県 を も含 み,参 画 した 農 民 の 掌 は130家 族 以 上 に もの ぼ る大

掛 りな もの で あ った。 前 述 の計 画 は 『Nuestros　 Conocimientos(私 た ち の 知 識)』

[HATCH　 l982]と い う題 の 報告 書 を 出版 す る こ とで 終了 した。「記 録 」自体 は この報

告 書 の 資 料 と して 使わ れ る こ と はな か った が,終 了 後,高 地 の10人 の農 民 に よ り記 入

され た もの は,マ マ ニ氏 に よ り タ イプ ス ク リプ トされ 保 管 され て い た。 マ マ ニ氏 は

1983,85両 年 に お け るわ れ わ れ の 調査 の現 地 研 究 分担 者 で あ った の で,こ の貴 重 な資

料 を わ れ わ れ に提 供 して くれ た の で あ る。

　 今 回 の報 告 で は,「 記 録 」 の分 析 に よ る ア ンデ ス高 地 農 民 の生 活 調 査 の 第1部 と し

て,こ の10人 の 中か らまず テ ィテ ィカ カ湖 岸 ユ カ(Yuka)地 区 の1人(仮 にAと す る)

を選 び,か れ 自身 の記 述(記 録)を 通 した1年 間 の 生 活 を細 か く検 討 す る こと に よ り,

ボ リビア 国 ラパ ス県 高 地 部 の農 民 の生 活 を記 述 し,分 析 す る とい う方 法 を と って い る。

その結 果,こ の よ うな 「記 録 」 資 料 が,ど の程 度 まで 農 民 の生 活 の 分 析 に 有 効 で あ る

か とい うこ とを,再 度 確認 す る ことが で きれ ば,将 来 の 調 査 に大 い に 役 立 つ で あ ろ う。

3.農 民Aの1年 間の生活

3-1.ユ カ 村

　 ま ず,ユ カ村 の 概 略 を述 べ るが,筆 者 自身 は近 くの エ ス コマ(EscOlna)村 で の 調査

は行 った が,ユ カ村 へ は行 って ない の で,前 述 の 『私 た ちの知 識』 か らそ の概 要 を紹

介 す る。
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地図1　 ラパ ス 県 北 西 部

　 ユ カ は ボ リビア国 ラパ ス県 カ マ チ ョ(Camacho)郡 エス コマ地 区 に属 し,地 区 の 中

心 で あ るエ ス コマ 村 か らの 距 離 は わ ずか5kmに す ぎな い。 村 は三方 を 丘 に 囲 ま れ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 も

て お り,北 側 は 旧 ア シエ ンダ で あ る カ ラカ ラ(Cala　 Cala)と,南 側 は テ ィ ワナ ク

(Tihuanacu)村 と,そ して東 側 は旧 ア シエ ンダ の トゥ トゥ クチ ョ(Tutucucho)と ・

西側 は ヨカ'リャタ(Yocallata)村 と接 して い る(地 図1)。

　村 には64家族が居住 してお り,そ の中には耕地を持たない家族 もある。村 の耕地の半分 は

居住地に近 い平地,あ るいはなだ らかな丘の斜面にあ り,面 積は約75ヘ クタールである。そ
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の大部分 はきわめて肥沃であるたあ,集 約的な農耕が可能である。残 りの半分 はアパチ ェタ

(apacheta)あ るいはアネ クソ(anexo)と よばれて おり,村 の中心か ら数キロメー トル離れた

草地で,主 として家畜の放牧 に使われている。

　村には先生3人,生 徒120人 か らなる小学校 と,組 合 員60人 が加盟 している農業協同組合

がある。毎年組合が所有す る土地 で,ジ ャガイモを共同耕作 し,1年 中収穫物を貯蔵する倉

庫 も備え られている。村人の約半 数はカ トリックの信者で,残 りはア ドベンティスタ(キ リ

ス ト再臨派)で,か れ らは村内に 自分たちの教会を持つ。

　 ユカ村は海抜3,655mの 高さにあり,年 間を通 して灌漑 に利用できる大 きな川が無いに も

かかわ らず土地 は湿 って おり,ま た気候 も三方 を丘 に囲まれているため比較的おだやかであ

る。そのため,ジ ャガイモ,ソ ラマメ,エ ンドウマメ,オ カやオユコ(イ モの一種),オ オ

ムギ,カ ラスムギ,キ ヌア,タ ル ウィ(マ メの一種)な ど多種類の作物 が耕作されてい る。

耕作 はこれ らの作物の組合せ による輪作で,休 閑は4～5年 に1度 行われるにす ぎない。各家

族 は1.5ヘ クタールの耕地 を,村 内の10以 上の地域 に分散 して所有 している。

　牧畜 に関 して は,ユ カ村 はブタの飼育で有 名であ り,ま た近年は乳牛 の飼育 も盛ん にな っ

て いる。1家 族平均15～25頭 の ヒツジ,運 搬用のロバ,ニ ワ トリを飼 って いる。 この村で は

ペルーとの国境に近い という利点を生か して,ペ ルー側農民 との交換を行 うばか りでな く,

ペルー製工業 製品や加工食 品の取引(大 部分 は密輸)に かかわ る人が多い。

　毎週木曜 日と日曜 日に近 くのエス コマ村で,ま た水 曜日にはやや離れたパカ ゥレス(Paca-

ures)で も市が開かれ る。ユカはまた,こ の地域 にお ける祭 りの衣装の製作地 として も知 ら

れてお り,貸 し衣装の活動 は ボ リビア国内 のみな らず,隣 の ペル ー国にまで 広が って いる

[HATCH　 　1982:6]o

3-2.　 農民Aの 最 初 の1週 間

　本稿ではまず,ユ カ地区の農民Aの 行動の記録を丹念に分析することか ら始めるが,

その前にこの 「記録」の記載内容がどのようなスタイルを持って書かれているかを示

すために,そ の最初の1週 間を掲げておこう。

1979年4月9日

私 は農民である。主な農具は次 の通 り。 ウシのユ ンタ。刃のついたす き。鉄 の棒。スコ ッ

プ。つるは し。その他。私は,食 事室が1つ,複 数の寝室,ク イ(テ ンジクネズ ミ)を 飼 っ

ている台所か らなる家を持 って いる。家畜と しては,ウ シ,ヒ ツジ,ブ タ,ロ バな どを飼 っ

てい る。

私はユカ村のマルコナとい う所に住んでお り,フ チ ョホレ第2区 に属 している。我家は4

人家族。私,妻,10才 の娘,7才 の息子である。

　妻 と私は毎朝早起き し,歯 を磨き,洗 面をす る。子供たちも同様で ある。妻はまず朝食の

支度を し,家 族全員で オオムギの ピ ト(煎ったオオ ムギを 臼で挽いた粉を,湯 で溶いた もの)

の朝食をとる。娘 もジ ャガイモの皮をむいたり皿を洗うなど,妻 の台所仕事の手伝いをする。

息子 は学校に行 っている。

　娘 は毎朝20頭 の ヒツジと2頭 のブタを,草 を食べ させに連れて行 く。私 と妻 も1日 中仕事

をす る。 まず ウシに餌をや る。(ウ シの飼料 として)1日 に草;ア ルファル ファを混ぜたオ
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オムギを与え る。

妻はまたコカの売 り手で もある。今日は妻 と共 にジャガイモを2カ ルガ(1カ ルガ約57.5

キログラム)収 穫 し,タ ネイモの選別を行 う。

　 (今日は)娘 が病 気なので私 はユカへ薬を買いに行かなければならない。

4月10日

今朝は とて も早 く起 きた。妻 はまず台所 の掃除を し,料 理にかかる。私は(支 給 された)

ノー トに今 日や る仕事 の記入を始 める。息子 は本を開いて勉強を し,宿 題をす る。

食事のあと,娘 は ヒツジとブタを連れて草を食べさせに草地 に行 く。彼女 は昼食を持 って

出掛 ける。

　息子は毎 日午前中道具を持 って学校に行 く。私は彼 のノー ト用と して,紙 を100枚,ノ ー

トを1冊,色 鉛筆1ダ ース,定 規 ケ シゴム,糊,そ して赤 と青のズボ ンを,ま た身だ しな

み用 と してタオル,セ ッケン,櫛,歯 ブ ラシを買 う。これ らすべてで136ペ ソかか る。

　妻 はその後,午 前 と午後ウシ に餌を与え る。(ウ シは)1日 にオオムギ1カ ルガー30ペ

ソ相 当一 を消費す る。

　そ の後昨 日と同じ畑でジャガイモの収穫を始 める。12時 に弁当を食べ るために休憩。終わ

って午後5時 まで仕事を続 ける。今 日は2カ ルガの ジャガイモを収穫 した。1カ ルガ は5ア

ロバ(1ア ロバは25ポ ン ド=約11.5キ ログラム)あ る。すべての ジャガイモをひとつ の場所

に集積す る。 午後 ヒツジとブタ と共 に帰 って くる。(仕事を終わ って)午 後帰宅 し,妻 は夕

食の支度 にかかる。娘が(支 度を)手 伝 う。

4月11日

　今 日水曜 日,仕 事 に行 くため早起 きをする。まず妻は台所 の掃除を し,ゴ ミを捨て る。そ

れが終 わってか ら昼食の支度 にかかるが,そ の前 に朝食を準備す る。私 はその間に缶を持 っ

て水汲み に行 く。私 はいつも妻の手伝 いをする。娘 はスープと弁 当のためのジャガイモの皮

む きを して母親の手伝いをする。息子は朝食をすませてか ら,勉 強にかか り,学 校の宿題を

す る。

　妻は料理が終わ ってか ら,朝6時 半 に車でパカ ウレスの市 に出かける。運賃 として6ペ ソ

払 う。市 にはコカの小売 りに行 く。ひとつかみだ と2ペ ソ,量 り売 りだと1ポ ン ドを20ペ ソ

(で売る)。 しか し今 日は50ペ ソしか売れず,売 上げは少ない。帰宅す る際,彼 女は トウモロ

コシ,カ ボチャ,果 物な ど計23ペ ソ買 って くる。帰 りの運賃 も3ペ ソ払 い,帰 宅する。

4月12日

　妻は朝食の支度のために早起 きする。(支 度 が終わ って)す ぐに皆 で一緒 に食事をす る。

終わ って私 はカ ラブ コとチ ャワヤに車で行 く。エスコマか らの私 の運賃は30ペ ソ。チ ャワヤ

で降 りて仕立て屋のハ ビエルの所 に行 く。先週背広を仕立てるためにフォルノ印の洋 服地を

置いてきた。 この生地 はメー トル650ペ ソ,全 部で1,056ペ ソした ものであ る。仕立て屋は仕

立て代 として650ペ ソ取 る。背広を受け取 り,午 後5時 帰宅。

　妻 はウシに草をふたかかえ与え,息 子は学校へ,娘 は家畜に草を食べ させに出る。妻はま

たエスコマの市ヘ コカを売 りに行 く。今 日は110ペ ソの売上 げ。帰 りに果物とサカナを15ペ

ソで買 って帰る。
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4月13日

　今 日金曜 日は,朝8時 か らジャガイモの収穫に とりかか り,12時 まで仕事をする。終わ っ

て1ヶ 所 に集め,毛 布で覆 ってお く。

　その後エスコマへ,カ ピタ ン(祭 りの役のひ とつ)た ちの ウマの競走を見 に行 く。今 日は

キ リス トが昇天 した聖金曜 日なので,1日 中エス コマで過 ごす。妻 は(市 の)コ カ売場 の責

任者である。家には夜にな って帰る。

4月14日

　今 日は(前 と)同 じジャガ イモ畑で仕事を し,午 後2時 までに収穫を終わる。終わ って虫

食いのジ ャガイモをよ り分け る。この畑か ら今年は9カ ルガの収穫 があ った。終わ って雨に

濡れないようジャガイモを十分に覆 う。

4月15日

　今 日は日曜日。朝早 く起床。妻はイースターのためニワ トリのスープを作る。食べ終 わ っ

てふた りの子供は草を食べ させに,ヒ ツジとブタを草地 に連れて行 き,午 後すべての家畜 と

共 に家へ帰 る。

　その間,妻 と私はエスコマへ行 くために洗髪をする。終わ って干 したカ ラスムギを与 える

ために,ウ シを外へ出す。妻はエスコマの市で コカの小売 りをす る。私は ウマを見に行 く。

ウマたちはとて も見事 な脚を持 っている。夜遅 く帰宅。

3-3.　 農民Aの1年 間の生 活

　 「記録」の記述は以上のようである。ここから,Aは 妻と10才の娘,7才 の息子と

の4人 家族で,ウ シ,ロ バ,ヒ ッジ,ブ タを飼っていること,妻 が近 くの村で開かれ

る定期市でコカを商っていること,娘 は毎日ヒッジとブタの放牧に,息 子は学校に行

っていることなどがわかる。 「記録」の記入のスタイルは人により異なっているが,

基本的には農民の朝起 きてか ら,寝 るまでのできごとを時間を追って淡々と書 き記 し

ており,そ れ以外のこと,例 えば個人の感想などは非常に少ない。 しか し,誰 が何時

どこで何をしたか,ど のような買物をし,い くら払ったかなどが,忠 実に記録 されて

いる。 そのため,「記録」は期せずして,労 働の種類 ・日数 ・時間,家 庭内での仕事

の分担,売 買や家計,旅 行の行き先や目的などに関 しての,具 体的かつ数量的なデー

タがわかる資料となっている。なお表中の(?)は,当 日あるいは当人の特別の行動

記録が無い日を示す。

　以下第2週 以降は,月 曜日から日曜日までの夫婦の主な行動を1～2週 間ごとに表に

し,適 宜コメントをつけてゆ く。なお農作業は収穫 ・播種などの作業内容で示 し,作

物名は旅行,買 物などの行き先と共に()内 にあげておく。

　ただし,前 述のように,娘 は毎 日ヒツジとブタの世話をしており,息 子は休暇の期

間を除いて,土 曜,日 曜 ・祭 日以外は学校に行 っている。子供たちが農作業を手伝っ
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た 場 合 は,表 に+子 供 ・娘 ・息 子 と して示 して あ る。 ま た,ヒ ツ ジと ブタ 以 外 の家 畜

(ウ シ,ロ バ)と ニ ワ ト リに は,夫 婦 ど ち らか が仕 事 の 合 間 に 適宜 給 餌 を した り,川

へ 水 を 飲 ませ に連 れ て 行 く。

第2週

　　 　 　 夫

4。16旅 行(ラ パ ス)

4.17　 買物(ラ パ ス)

4・18　旅行(帰 宅)

4・19手 伝(父 親)

4.20組 合の共 同労働

4.21衣 装製作

4.22衣 装製作

　妻

　 ?

　 ?

　 ?

　 ?

　 ?

　 ?

定期市(エ ス コマ)

洗濯

収穫(ジ ャガイモ)

　さて,第1週 は夫婦単位での行動が

多かったがこの週は,そ れぞれ単独の

行動になる。 このようなケースは,第

3週 以降の表を参照すればわかるよう

に,ど ちらかといえば異例である。

　最初の2日,夫 が首都 ラパスへ旅行

している間の妻の行動は全然記録され

ていない。 ラパスでの買物は灯油のほ

か,モ レナダ(伝 統的な踊 り)の 衣装

製作に必要なボール紙,マ トラカという楽器(一 種のガラガラ)の ほか,コ カを1籠

である。灯油とコカのほかには次に始まる衣装製作の準備で,Aは 祭 りの衣装(特 に

刺繍)の 職人である。前述のように,こ の家族は妻が市で コカを売るほかに,夫 も副

業 として衣装製作を行 っている。また22日 の日曜日に妻がひとりで農作業を行ってい

るのは,夫 が頼まれた衣装製作で忙 しく時間がなかったためであろう。

第3・4週

　 　 　 　 夫 婦

4・23　 手 伝(父 親)

4.24収 穫(ジ ヤガ イモ)

4.25　 　　 ?

4.26　 収 穫(オ オ ムギ)+娘

4.27収 穫(オ オ ムギ)

4.28

4.29祭 り見物(エ ス コマ)

4.30祭 り見物(エ ス コマ)

5・1祭 り見 物(エ ス コマ)

5.2

5.3祭 り見 物(カ ラカ ラ)

5.4

5.5

5.6

夫

　　?

衣装製作

ブタ小屋作り

衣装製作

衣装製作

衣装製作

二日酔

衣装持参(カ ラカ ラ)

　　 ?

衣装回収(カ ラカラ)

魚釣り

妻

　　 ?

定期市(エ スコマ)

収穫(オオムギ)+娘

定期市(エ ス コマ)

　　 ?

市(カ ラカ ラ)

家畜の世話

収穫(オカ)

定期市(エス コマ)
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こ こで注 目 され るの は,父 親 と はい え,仕 事 の手 伝 い を した 場合 に は報 酬 を 受 け取

って い る ことで あ る(こ の場 合 は ジ ャガ イモ を2ア ロバ)。2週 目の 後 半 に は イ ース

タ ーが は さま り,夫 婦で エ ス コマ に 祭 りの見 物 にで か け る。5月3日 に は,夫 は カ ラ

カ ラの サ ンタ ・クル ス の祭 りに頼 まれ た 衣装 を届 け に行 き,そ こで コカを 売 るが,つ

いで に 祭 りの見 物 も して い る。 衣 装 は貸 し衣 装 で,5日 に は それ を 受 け取 りに再 び カ

ラ カ ラへ行 か ね ば な らな い。 魚 釣 りは,近 くの川 で ペヘ レイ,カ ラチ と い う川 魚 を釣

る。 この週 は めず ら し く娘 が手 伝 い を して い るが,そ の 際 は家 畜 も連 れて 行 き,畑 の

そ ばで 草 を食 べ させ る。

第5週

夫婦

5.7収 穫(オ オ ム ギ)

5.8収 穫(オ オ ムギ)

5.9

5.10

5.11

5.12

5.IR

耕起(ジ ャガイモ)+手 伝1人

耕起(ジ ヤガイモ)

収穫(オカ)

収穫(オ カ)

夫

魚釣り

運搬(オ カ)

魚釣 り

妻

定期市(エ ス コマ)

教会

定期市(エ スコマ)

この週 か ら農作 業 が本 格 的 に始 ま る。 この週 は,オ オ ム ギ,オ カの 収 穫 とジ ャガ イ

モ 畑 の 耕起 が 中心 。耕 起 は2頭 の ウ シに 引 か せ る黎 耕 で,ア ンデ スで 一 般 に ユ ンタ と

よば れ る もので あ る。 人 手 が 足 りな い 時 は近 所 の 人(こ の場 合 は女 性)を 頼 む こと も

あ る。12日 に は妻 が 教会 へ行 って い る。 この家 族 は ア ドベ ンテ ィス タ で あ るが,教 会

へ 行 くの は まれ で あ る。

第6・7週

夫婦

5,14耕 起(?)

5.15運 鍛(?)

収 穫(オ カ)

5.16

5.17

5.i8

5.19

5.20定 期 市(エ ス コマ)

結 婚 式 列 席(エ ス コマ)

5.21披 露 宴 列 席(エ ス コマ)

5,22披 露宴 列席(エ ス コマ)

夫

収穫(オ カ)

耕起(?)

運機(オ オムギ)

耕起(?)

?

手伝(弟)

耕起(?)

妻

手伝(父親)

定期市(エ ス コマ)

?

選別(オ カ)
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523披 露 宴 列席(エ ス コマ)

524

525

526

527定 期市(エ ス コマ)

組合の会合

衣装製作

手伝(父親)

定期市(エ スコマ)

市(ビ ラハ ヤ,祭 り)

?

選挙登録

前 半 は 引続 き農 作 業 が 盛 ん に行 わ れ る。 耕 起(お そ ら く ジ ャガ イモ 畑 の),オ カ の

収 穫,選 別 中心 。17日 の定 期 市 で は,ビ ール を1フ ァル ド(本 数 不 明)と 清涼 飲 料 水

半 フ ァル ドを購 入 して い るが,こ れ らは 「家 で 小 売 りす るた め」 の もの。

18日 の手 伝 い は,Aの 弟 の 息 子 が 翌 々 日 に結 婚 式 を あ げ るの で,8頭 の ヒッ ジの解

体 を す るた め。 この場 合 の 報 酬 は,仕 事 を 終 わ って ヒツ ジの 心 臓 入 りス ー プ を ふ る ま

わ れ る こと。 結 婚 式 と披 露宴 は,「 習慣 に よ り」4日 間 に わ た り,そ の 問 に お び た だ

しい ビール,ア ル コ ール が 消 費 さ れ る。Aも 贈 物 と して ビ ール とア ル コール を138ペ

ソ買 う。

始 めに 記 した よ うに,こ の 村 に は農 業 協 同組合 が 組織 され て お り,Aも 組合 員 の 一

人 で あ る。妻 は,定 期 市 ば か りで な く,祭 りな どの機 会 に も人 出 を あ て こん で コ カ売

りにで か け る。

第8週

夫 婦

5.28学 校(母 の 日)

5.29

5.30

5.31

6.1

6.2

6.3定 期 市(エ ス コ マ)

夫

手伝(父親)

友人訪問(祝 い)

手伝(父 親)

買物(チ ャワヤ)

家畜囲い作 り

運搬(オオムギ)

妻

?

?

?

定 期市(エ ス コマ)

?

?

アンデスでも母の日は5月13日 の第2日 曜日であるが,ユ カではこの年は28日 に記

念の踊 りの大会が学校で開かれる。そこで息子が悪魔踊りを踊る。母親たちは子供た

ちから贈物を受け取る。

29日 は友達の息子が兵役を済ませたお祝いの席。徴兵制が敷かれているボリビアで

は,兵 役を済ませた祝いは通過儀礼の一種として,農 村地帯では広 く普及 している。

祝いの席に贈物としてビールとお金を持って行 く。この習慣は村内における互酬のひ

とつの現れで,つ きあいとして半ば義務的になっている。
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第9週

夫婦

6.4　 　 ?

6.5収 穫(オ カ)

6.6

6.7

6.8収 穫(オ オ ムギ)

6.9

6.10祭 り見物(ヨ カ リャタ)

夫

組合の会合

組合の会合

家畜番

衣装製作

組合の共 同労働

衣装貸 し(ヨカ リャタ)

妻

?

定期市(エ スコマ)

?
・

定期市(エ スコマ)

6月4日 は,夫 婦の行動については何も書かれておらず,子 供たちのことのみ。 こ

の週になって組合の活動が増えるが,Aは 幹事のため,会 合 ごとに出欠を取らなけれ

ばならない。8日 からオオムギの刈り入れが始まる。9日 の仕事は後述の組合の建物

を建てるためのア ドベ(日 干しレンガ)製 造の準備として,用 水池から水を引く作業。

第10週

6.11

6.12

夫婦

6.13

6.14

6.15選 別(オ カ)

6.16収 穫(オ オ ムギ)

運搬(オ オ ムギ)

6.17定 期市(エ ス コマ)

夫

衣装貸 し(ヨカ リャタ)

収穫(オ オムギ)

組合 の共同労働

組合 の共同労働

糸紡 ぎ

友人訪問(祝い)

妻

?

?

定期市(パ カゥレス)

定期市(エ スコマ)

第1週 を 除 き,こ の 数 週 間 妻 が コカを 売 りに 行 った の は エ ス コマ の み で あ った が,

この 週 か ら再 びパ カ ウ レス に も行 き始 め る。 パ カ ウ レス はユ カ の 北東 約7kmに あ る

村 で あ る。 この村 へ は通 常 一 度 エ ス コマ へ徒 歩 で 出て,そ こか ら車 を ひ ろ って 行 く。

こ の週 か ら組合 の建 物 の た めの ア ドベ作 りが始 ま る。 組合 員 は共 同労 働 に 出 る の が義

務 づ け られ て お り欠 席 す る と罰金 を 取 られ る。17日 の 祝 い は5月29日 の 祝 い と 同様,

友 人 の息 子 が 除 隊 した た めの もの で,こ の席 でAは サ ンボ ニ ャ(多 列 笛)を 吹 く こと

を頼 まれ る。 サ ンボ ニ ャは,ボ リビア高 地 特 に ラパ ス 県 で祭 りの際 な どに好 ん で 使 わ

れ る楽 器 で あ る。

第11週

夫婦

6.18収 穫(オ オムギ)+息 子

夫 妻
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運 搬(カ ラス ムギ)十 息子

6.19選 別(ジ ャガ イモ)

6.20選 別(ジ ャガ イモ)

6.21

6.22

6.23

6,24

組合の会合

組合の共同労働

衣装修繕

衣装運搬(トムコ)

衣装修繕(トムコ)

?

組合 の共 同労働

?

?

この週で今年のジャガイモの収穫がほぽ終わり,イ モのサイズに基づいて,販 売用

(大),食 用(中),チ ュニ ョ(凍 結乾燥ジャガイモ)加 工用(小),ブ タの餌用(虫 食

い)の ものに選別する。

6月22日 は夫が24日 の祭 りのために依頼された衣装の修繕で忙 しかったため,代 わ

りに妻が組合の仕事にでる。アンデスでは労働における男女差はないので,妻 が夫の

代理を勤めることができる。

翌23日午前9時 半に衣装を持って家を出発。途中まで車で行き,ロ バに積み変えて

夜の11時 にようや くペルー領 トムコ村に到着。午前4時 に修繕を始め,9時 にようや

く踊り手に渡すことができる。24日 の記録では,「 衣装の貸 し代が安いこと」,「村人

が祭 りで皆酔 っ払って しまい,自 分の食事の心配をしてくれなかった」ことに不満を

述べている。

第12週

6.25

6.26

6,27

夫婦

6.28踊 りの練 習

6.29収 穫(カ ラス ム ギ)+子 供

運 搬(カ ラス ムギ)

チ ュニ ョ皮 む き

6.30

7.1選 挙(エ ス コマ)

夫

衣装貸 し(キヨウ ヨ)

衣装管理(キ ヨウヨ)

衣装回収(キ ヨウヨ)

手 伝(パ ドリノ)

妻

チュニ ョ踏 み

収穫(カ ラスムギ)

チュニ ョ皮む き

収穫(オ オムギ)

チュニ ョ皮む き

定期市(エ スコマ)

糸紡ぎ

アンデス高地では,6月 から8月 にかけてが祭りの季節である。祭りの衣装製作,

貸し付けを副業としているAは この時期非常に多忙になる。いっぽう,チ ュニョ加工

は夜間気温が零下になるこの時期をはずしては不可能になる[山 本1976]。 そのた

め,こ の家族では夫が祭 りの衣装の仕事,妻 がチュニョ加工という分業態勢を取って
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い る。

30日 に はパ ド リノ(代 父:結 婚 な ど の機 会 に結 ば れ る擬 制 親 族)の と ころへ手 伝 い

に行 って い るが,内 容 につ いて は不 明 。擬 制 親 族 関 係 を 通 じて,一 種 の パ トロ ン ・ク

ライ ア ン ト関 係 を作 るの は ア ンデ ス で一 般 的。

7月1日 は国 政選 挙 。 「(投票 を 終 わ って)1日 エ ス コマ で 過 ごす。 休 ん で い ると友

達 が近 付 いて きた の で,清 涼 飲 料 水 を4本 買 う」 と い う よ うに,定 期 市 の ない 日曜 日

を の ん び りと過 ごす。

第13・14週

夫 婦

7.2ミ サ(エ ス コ マ)

ヒ ツ ジ 解 体

7.3も め 事 仲 裁

7.4

7.5

7.6

7.7

7.8

7.9

7.10

7.11

7.12

7.13

7.14

7.15定 期 市(エ ス コ マ)

夫

衣装修理

組合の共同労働

衣装運搬(タ ナ ンパヤ)

衣装貸 し(クタ ・ゴノ グレ)

衣装管理(ク タ ・ゴノグ レ)

衣装管理(ク タ ・ゴノグレ)

衣装管理(ク タ ・ゴノグレ)

衣装管理(ク タ ・ゴノグレ)

衣装回収(ク タ ・ゴノグレ)

衣装運搬(タ ナ ンパ ヤ)

羊毛洗 い

手伝(パ ドリノ)

妻

洗濯

?

家畜番

家畜番

家畜番

家畜番

家畜番

家畜番

家畜番

家畜番

糸紡ぎ

糸紡ぎ

7月 に 入 って農 作 業 も一 段 落 。 、2日の ミサ は,半 年 前 に亡 くな った 友 人 の息 子 の た

め の もの 。3日 に は妻 の実 家 で親 子 の もめ ご とが あ った の で,Aは 「娘 の 夫 と して こ

の もめ ご との解 決 を しに」 行 く。

この2週 間 は,夫 は祭 りの衣 装 貸 しで忙 しい。8日 に クタ ・ゴ ノ グ レで サ ン ・ペ ド

ロ ・デ ・オ チ ョ リア ス の祭 りが行 わ れ るので,13体 の モ レナ ダ の衣 装 を 運 ば な けれ ば

な らない 。1日 目は途 中 の タ ナ ンパ ヤ とい う村 で 泊 ま り,翌 日 ロバ に乗 せ て ク タ ・ゴ

ノ グ レへ 。 こ こで6日 間 過 ごす 。14日 の代 父 の と ころで の手 伝 い も衣 装 製 作 。 この間

妻 は洗 濯,家 畜 の 世話 。 夫 が帰 宅 して か らは,翌 週 か ら始 ま る 織物 の準 備 と して糸 紡

ぎを 始 め る。

第15・16週

夫婦

7.16祭 り見物

夫 妻
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踊 り

7。17

7.18

7,19

7.20

7.21

7.22

7.23

7.24

7.25

7.26

7.27

7.28

7.29

貸金取立

買物(P.ア コスタ)

糸紡 ぎ

手伝(友人)

手伝(友人)

定期市(エ スコマ)

手伝(友人)

衣装製作

共同組合

サッカー試合(エ スコマ)

友人の手伝 い

衣装貸 し(タナ ンパ ヤ)

衣装回収(タ ナ ンパ ヤ)

衣装運搬

帯織 り

定期市(エ スコマ)

糸紡 ぎ

毛布織 り

毛布織 り

?

毛布織 り

毛布織 り

?

定期市(エ スコマ)

毛布織 り

毛布織 り

?

?

毛布織 り

この週 か ら,農 閑 期 の 重要 な仕 事 の ひ とつ で あ る織 物 が 開始 され る。 こ こで 毛 布 と

い って い る もの は,日 本 で い う毛 布 と は異 な り,比 較 的 太 い毛 糸 を 使 って 織 られ た 寝

具 。

16日 の カル メ ンの祭 りは,ユ カの生 徒 ばか りで な く,隣 の ヨカ リャタ の生 徒 も行 進

に 参加 し,ま た,ユ カの い ろ い ろな 踊 りが行 わ れ る。 そ の後 夫 婦 で 踊 りに 参加 す る。

18日 に夫 が 買物 に行 ったP.ア コス タ(プ エ ル ト ・ア コス タ)は,ペ ル ー 国境 に 近 い カ

マ チ ョ郡 の郡 庁 所 在 地 で,ボ リビ ァ,ペ ル ー間 の交 易 が 盛ん な所 で あ る。Aは この あ

と も しば しば主 に コカの 買 い つ け に この 町 へ 出掛 け る。 この 時期 は ま た,家 の 新 ・改

築 の時 期 に あ た り,Aは 友 人 に 頼 ま れ て ア ドベ作 りを手 伝 う。25日 は組合 の仕 事 に 出

るべ きで あ った が,妻 は エ ス コマ の 定 期市 に 出掛 けて しま った た め,父 親 に代 理 を頼

み,自 分 は エス コマ へ,農 民 対 学 校 の 先生 との サ ッカー の試 合 に行 く。

この週 と翌 週,表 で は エス コマ の定 期 市 が水 曜 日 と土 曜 日に な って い るが,本 人 の

記 録 に は7月18日 「今 日木 曜 日は」 と な って い るの で,Aの 記 入 違 い に よ る もの で あ

ろ う。

第17・18週

夫 婦

7.30

7.31

8.1脱 穀(オ オ ムギ)

8.2

夫

診察(エ スコマ)

?

来客

祭 り見物(ビ ヤ ・プニ)

妻

?

?

市(ビ ヤ ・プニ)
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＆3脱 穀(ソ ラマ メ)

運 搬(ソ ラマ メ)

8.4脱 穀(エ ン ドウマ メ)

8.5

9.6

来客

衣装貸 し(チナヤ)

祭 り見物(チ ナヤ)

?

市(チ ナ ヤ,コ カ売 り)

8.7選 別(ジ ャガ イモ)

8.8選 別(ジ ャガ イ モ)

交 換(ジ ャガ イモ:サ カ ナ)

8.9

8.10

8.11

8.12

選別(オ カ)

定期市(エ スコマ)

衣装回収(チ ナヤ)

組合の会合

定期市(チ ナヤ)

?
・

脱穀(キ ヌア)

8月 に入 りム ギ,マ メ類 の脱 穀 が始 ま る。1日 の 来 客 は ラパ ス に住 む 兄弟 と,ユ カ

に い る兄 弟 の家 族 が 訪 れ た もので,「 今 日は大 変 うれ しい 日」 と記 して お り,そ ろ っ

て食 事 を して い る。2日 は 「イ ンデ ィオ の 日」。 ビヤ ・プ ニ村 で近 くの村 か ら集 ま っ

た生 徒 の行 進 が あ る。妻 は人 が 集 ま るのを 利 用 して コカ の 商 いを す る。6日 も同様 夫

は祭 りの見 物,妻 は コカ の商 い。 後 半 は ジ ャガ イモ の 選 別。6月 の 選 別 で は小 さい イ

モ は チ ュ ニ ョ用 で あ った が,チ ュ ニ ョ加 工 の時 期 が 過 ぎた た め,こ こで は小 さい イモ

は 種 イ モ用 と な る。

8日 に は,女 の 人(記 述 は な い が お そ ら く近 くの 漁 民)が サ カ ナを 持 って きて,ジ

ャガ イ モ と の 交換 を 頼 ま れ る。4ア ロバ の ジ ャガ イ モを サ カ ナ と交 換 した とあ るだ け

で,サ カ ナの 種 類,大 きさ,数 は記 述 な し。 ま た 同 じ 日に めず ら し く商 人 が ニ ワ トリ

と卵 を 買 い に くる。

第19週

夫 婦

8.13脱 穀(オ オ ム ギ)

8・14脱 穀(オ オ ムギ)

夫

衣装修理

妻

交換(ア ルパカの毛:オ オムギ)

8.15

8.16

8.17

8.18

8.19定 期 市(エ ス コマ)

衣装修理

祭 り見物(P.ア コスタ)

買物

買物(エ ス コマ)

手伝(友 人)

衣装修理

定期市(パ カウレス)

脱穀(オ オムギ)+子 供

脱穀(オ オムギ)

定期市(チ ナヤ)

この週の主な仕事は6月 末に収穫し,乾 燥 しておいたオオムギの脱穀。脱穀はウマ

やロバに踏ませる方法もあるが,こ こでは広げたオオムギを棒でたたいて行う。14日
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に は ペル ーか ら きた人 と,ア ルパ カ の毛4チ リャ(チ リャと い う単 位 が重 さ なの か 量

な の か不 明)と 脱 穀 した オオ ムギ3ア ロバ(50ペ ソ相 当)と の交 換 を 行 う。17日 に は

午 前 中 に エス コマ で ブ タ の飼 料 とな るふす まを1キ ンタル(46kg)買 い,背 お って 家

まで 運 び,そ の あ とで 友 人 の手 伝 い に行 く。

第20週

夫 婦

8.20

8.21

8.22

8.23

8.24

8.25

8.26定 期 市(エ ス コ マ)

夫

衣装運搬(ケ リマ)

衣装修理(ケ リマ)

衣装管理(ケ リマ)

衣装管理(ケ リマ)

衣装管理(ケ リマ)

洗濯

妻

?

家畜番

家畜番

家畜番

?

定期市(チナヤ)

この週 は再 び 祭 り(サ ン ・バ ル トロメ)。20日 に車 で カル カ ンテ ィア と い う所 ま で

行 き,そ こで ロバ を 借 りて ケ リマ へ 。祭 りの間 食 事 と寝 る場所 は祭 りの主催 者 か ら提

供 さ れ る が,期 間 中ず っ と,「 踊 り手 が ひ ど く 酔 っ払 って い るの で,衣 装 を 汚 した り

壊 した り しな い よ う,自 分 が見 張 って い な けれ ば な らない 」。

第21週

夫婦

8.27牧 草 集 め

8.28

8,29

8.30

8.31

9.1

9.2定 期 市(エ ス コ マ)

夫

手伝(友 人)

風選(オ オムギ)

買物(P.ア コスタ)

手伝(友人)

手伝(友人)

妻

風選(オ オムギ)

定期市(パ カ ウレス)

糸紡 ぎ

?

?

風 の 強 い 日を 選 ん で 脱穀 した オ オ ム ギの 風選 を行 う。3日 間 行 って い る手 伝 い は,

友 人 の 家 の梁 や床 に 使 うユ ー カ リの製 材 。30日 の買 物 は,コ カ と コ ウ シ。 この ウ シは

2日 の エ ス コマ の市 で 売 ろ う と した が,「 安 い 値 段 で しか 買手 が い なか った 」 の で 不

成 立 。家 畜 の売 買 は夫 の 役割 。

第22・23週

夫

9.3衣 装刺繍

9.4衣 装刺繍

妻

糸紡ぎ

?

前半は12日に渡す約束を した

衣装の仕事に集中。8日 に依頼

者に渡 しに行 く。同日妻は,地
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9.5衣 装 刺繍?

9.6買 物(P.ア コ スタ)?

9.7衣 装 束ijWt?

9.8手 伝(友 人)市(?,祭 り)

9.g買 物(P.ア コス タ)?

9.10手 伝(友 人)(ラ パ ス)?

9.ユ1手 伝(友 人)(ラ パ ス)?

9.12手 伝(友 人)(ラ パ ス)?

9.13衣 装運 撮(ト ゥ コ ンクニ)?

9.14衣 装 管 理(ト ゥ コ ンクニ)?

9.15衣 装 管 理(ト ゥ コ ンクニ)?

9.16買 物(P.ア コス タ)定 期 市(エ ス コ マ)

名 が記 され て い な い場 所 で 催 さ

れ て い る,ナ テ ィ ビダ の祭 りヘ

コカを 売 りに行 く。 夫 は6日 と

9日 にP.ア コス タ ヘ コカ を 仕

入 れ に 行 く。祭 りが多 いた めか

コ カの 売 れ行 き も良 いの で あ ろ

う。10～12日 に は泊 ま りが け で,

ラパ ス で 衣装 製 作 を して い る友

人 の 所 へ,刺 繍 の手 伝 いに 行 く。

この間妻に関する記載がほとんど無いが,お そらく家畜番をしながら糸紡ぎをして

いるものと思われる。

第24・25週

9.17

9.18

9.19

9.20

9.21

9.22

9.23

9.24

9.25

9.26

9.27

9.28

9.29

夫婦

定期市(エ スコマ)

夫

手伝(友人)

マ ンタ織 り

マンタ織 り

買物(P.ア コスタ)

手伝(友人)

手伝(友人)

マンタ織 り

組合の共 同労働

糸紡 ぎ

買物(P.ア コスタ)

サ ッカー試合(エ スコマ)

手伝(友人)

農具修繕(大 工)

ロープ作 り

妻

マ ンタ織 り

糸紡 ぎ

定期市(パ カ ウレス)

マ ンタ織 り

マ ンタ織 り

マ ンタ織 り

糸紡 ぎ

洗濯

定期市(パ カウレス)

?

糸紡 ぎ

?

9.30定 期市(エ ス コマ)

9月 も半ばを過ぎ,祭 りも一段落。春の農繁期前の比較的暇な時期にあたる。夫は

友人の家作 りの手伝いに行 くほか,織 物も始める。マ ンタというのは女性用の肩掛け

のことで,今 織 っているのは売 るためではなく,妻 が使 うもの。この地方では,男 も

女も糸紡ぎや織物をする。 この週も夫 はP.ア コスタへ2度 コカを仕入れに行 く。29

日には翌週から始まる耕起のために,大 工に黎の刃の修繕を依頼する。

第26週
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夫婦

10.1

10.2

10.3

10.4

ユO.5耕 起(ジ ャガ イモ)

10.6耕 起(ソ ラマ メ)

10.7定 期市(エ ス コマ)

夫
組合の共同労働

組合の共同労働

組合の共同労働

組合の共同労働

妻

?

?

?

定期市(エ スコマ)

前半の共同労働は,組 合の建物のためのア ドベ作り。この建物は組合の耕地から収

穫したジャガイモを貯蔵するのにあてられる。後半になって,ジ ャガイモ畑とソラマ

メ畑の耕起から,い よいよ農作業が再開される。耕起はユンタと呼ばれる2頭 のウシ

にひかせた黎耕で,ソ ラマメ畑の場合は 「今年のソラマメの収穫が良いように」と,

耕起を2度 行 う。5,6の 両日は昼食のための休み以外は1日 中働き通 し。 なぜなら

「今 日(6日)は 雨が降ったので,(播 種が遅れないよう)急 いで仕事をしなければな

らない」から。

第27週

夫婦
10.8播 種(ソ ラマ メ)

耕起(ジ ヤガ イ モ)

10.9播 種(オ オ ムギ)

10・10播 種(オ カ)

10.11播 種(エ ン ドウマ メ)

播種(ソ ラマ メ)

10.12播 種(カ ラス ムギ)

10.13播 種(オ オ ムギ)

10.14定 期市(エ ス コマ)

妻

定期市(パ カ ウレス)

この週 は播 種 が 最 盛期 に な る。

ソ ラマ メ(8,11日),オ ォ ム ギ

(9,13日),オ カ(10日),エ ン

ドウマ メ(11日),カ ラ ス ム ギ

(12日)と 次 々 と播 種 が行 わ れ

る。 播 種 は比 較 的 軽 い作 業 で あ

る た めか,子 供 た ち の手 伝 いす

ら頼 まず,夫 婦 だ け で行 う。 こ

の忙 しい中 で も11日 木 曜 日の エ ス コマ の 市 へ こそ行 か なか った が,水 曜 日のパ カ ウ レ

ズ と日曜 日の エ ス コマ で の コ カ売 りは欠 か して い な い。

第28週

夫婦

10.15耕 起(ジ ャガ イ モ)

10。16

10.17

10.18

10.19

10.20

10.21定 期 市(エ ス コ マ)

夫

組合の共同労働

組合の共同労働

耕起(ジヤガイモ)

組合の共同労働

組合の共同労働

妻

?

?

定期市(エ スコマ)

?

マフラー編み
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この週 は,肥 料 の運 搬,同 分 配,ジ ャガ イ モの 播 種,種 イ モの 売 却 な ど,組 合 関係

の仕 事 が多 い 。20日 は 「月 が下 弦 の 日(cuartamengueta)に 播 種 を す るの は 良 くな

い」 とい う言 伝 え が あ るた め,播 種 を 止 め,組 合 の 種 イモ の売 却 作 業 に あ て る。

第29週

夫婦
10.22耕 起(ジ ャガ イモ)

10.23耕 起(ジ ャガ イモ)

10.24

10.25教 会(エ ス コマ)

10.26

10.27終 業 式(エ ス コマ)

10・28定 期市(エ ス コマ)

夫

バ イェタ洗い

謝金受取(エ スコマ)

スカー ト縫製

シ ヤツ縫製

組合の会合

手伝(父 親)

買物

教会

妻

マ フ ラー編 み

マ フ ラー編 み

糸紡 ぎ

?

バ イ ェタ と い うの は ヒ ッ ジの毛 で 織 った 粗布 で,通 常 は地 機 で は な く高 機 で 織 られ

る。 こ の布 で ズ ボ ンや ス カ ー トが 作 られ る。23日 以 前 に バ イ ェタを 織 る とい う記 録 が

無 い の で,他 人 か ら買 った可 能 性 もあ るが,お そ ら く自家製 。 織 りあ げ た バ イ ェタ は

ごみ を落 とす た め と,布 目を 詰 め るた めに1度 洗 わ な けれ ば な らな い。24,25日 に 縫

製 して い る ス カ ー トと シ ャツ は お そ ら くこの 時洗 った布 を使 って い る。

24日 受 け取 る謝 金 とは,プ ロ ジ ェ ク トか らの 「記 録 」記 入 に対 す る もの で,こ れ ま

で も月 に1度 マ マ ニ が各 協 力 者 の 家 を訪 ね,「 記 録 」 に 目を 通 して か ら100ペ ソの 謝 金

を渡 して い る。

第30・31週

夫婦

10.29

10.30播 種(ジ ャガ イ モ)

10・31肥 料 運 搬

11.1肥 料 運 搬

播 種(ジ ヤガ イ モ)

11.2墓 参(万 聖 節)

11.3踊 りの 練 習

11・4踊 りの 練 習

11.5二 日酔,休 息

11.6播 種(ジ ャガ イモ)

11.7播 種(ジ ャガ イモ)

11.8

夫

?

手伝(父 親)

ヒッジの皮洗 い

妻

スカー ト縫製

貸金取立
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11.9

11.10

11.11定 期市(エ ス コマ)

放牧 糸紡ぎ

ウシの値段調査(チナヤ)洗 濯

いよいよジャガイモの播種が始まる。ジャガイモ以外の作物にはほとんど肥料をや

らないが,ジ ャガイモには家畜の糞のほかに,尿 素とテ ミックという防虫のための農

薬が心要である。

3,4日 の踊りの練習は,サ ンタ ・カタリナの聖女の祭りが行われる,来 年の4月

30日のためである。この聖女はおそらく村の守護聖人である。 「この2日 播種が遅れ

た」 といいながら夫婦で練習に参加するということは,守 護聖人の祭りで上手に踊る

ことが,い かに重要かということを示 している。練習をしながら酒を飲み過ぎたのか,

翌日二日酔で夫婦とも休息。10日にはチナヤ村へ,ウ シの値段を調べに行 っている。

第32・33週

夫 婦

11.12

11・13播 種(ジ ャ ガ イ モ)+子 供

11.14

11.15

11.16

11.17

11.18

11.19

11.20

11.21

11.22定 期 市(エ ス コ マ)

11.23

11.24

11.25定 期 市(エ ス コマ)

夫

組合の会合

ブタの世話

ブタの世話

ブタの世話

ブタの世話

ブタの世話

ブタの世話

ブタの世話

ブタの世話

組合の会合

サ ッカーの練習

ブタの世話

妻

?

糸紡ぎ

放牧地で家畜番+娘

放牧地で家畜番+娘

放放地で家畜番+娘

放牧地で家畜番十娘

定期市(エスコマ)

放牧地で家畜番十子供

放牧地で家畜番+娘

放牧地で家畜番+娘

放牧地で家畜番+娘

糸紡ぎ

放牧地で家畜番+息 子

13日 のジャガイモの播種で今年の農作業 もようやく一段落。 この時期 「家には飼料

が少なくなったので」,ブ タとロバを除 く家畜をすべて家から2レ グア(約Ilkm)離

れた高地の放牧地(pajonal)へ 移す。妻は1週 間分の食料と毛布を持って放牧地に泊

まりこむ。 このシステムは,数 家族が一緒になり,1週 間ごとに各家族が当番で皆の

家畜を預 り,放 牧地で管理するというもの。18日 に妻は,子 供たちに家畜を託 して朝

5時 に放牧地を出,1度 帰宅してからエスコマの市ヘコカを売りに行 く。夫はこの間

家にいてブタとロバの世話をする。

369



国立民族学博物館研究報告 ユ5巻2号

18,25の 両 日 は この と ころ夫 がP.ア コスタ ヘ コカ を買 いに 行 く時間 が なか った た め,

エス コマ の店 で 買 い,市 で 小 売 す る。

第34・35週

11.26

11.27

11.28

11.29

11.30

12.1

夫婦
り

・・

12.2定 期 市(エ ス コマ)

12.3放 牧地 で家畜番

12.4放 牧地で家畜番

ユ2.5放 牧地 で家畜番

12.6放 牧地で家畜番

12.7放 牧地で家畜番

12.8放 牧地で家畜番

12.g放 牧地で家畜番

夫

サ ッカーの試合

サ ッカーの試合

二 日酔(休 息)

スカー ト縫製

ヒッジの皮洗い

組合 の集会

サ ッカーの試合見物

友人来宅

妻

?

?

?

放牧地で家畜番

洗濯

コカ売 りの会合(エ スコマ)

定期市(エ ス コマ)

定期市(エ スコマ)

農 閑 期 を利 用 して の レ ク リエ ー シ ョン,サ ッカ ー大 会 が始 ま る。 ア ンデ ス の農 民 は

サ ッカー が好 きで,ど の 村 に行 って も必 ず し も平 らで はな い コ ー トが作 られ て い る。

また,村 役 の 中に ス ポー ツ係 が 置か れ,大 会 の 世話 を す る こと もあ る。 この大 会 は

1977年11.月27日 にユ カの サ ッカ ー場 が作 られ た の を記 念 して,そ の後 毎 年 周 辺 の 村対

抗 で行 わ れ る もの 。 両 日 は皆 仕 事 を 休 ん で この一大 イ ベ ン トに集 中す る。試 合 が終 わ

って ビ ール や アル コール を しこた ま飲 ん だた め,翌 日二 日酔 に な る。 前 述 の よ うに,

妻 はエ ス コマ の市 で の コカ売 りの責 任 者 で あ る。 コ カば か りで な く,市 で は パ ンや調

味料,果 物,ア ル コ ール な どの セ ク シ ョ ンご とに責 任 者 が 決 め られ,座 る場 所,客 と

の もめ事 な どの 問題 を解 決 して い る。

後 半 は夫 婦 で 放牧 地 へ 移 住 。 ウ シや ロバ も連 れ て行 く。 こ こで は3家 族 の 家 畜(ウ

シ6頭,ヒ ッ ジ140頭)を 管 理 す る。 そ の 間 に も妻 の 定 期市 で の コ カ売 りは欠 か さな

い 。家 に は子 供 た ちが残 り,ブ タ とニ ワ ト リに餌 を や る。

第36週

　　　　　 夫婦　　　　　　　　　　夫　　　　　　　　　　　妻

12.　10　　　　　　　　　　　　　サッカーの試合　　　　　　　　?

12.11　　　　　　　　　　　　　 サッカーの試合(キラハタ)糸 紡ぎ
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12.12

12.13

12.14

12.15祭 り見 物(コ ヤ ス ヨ)

12.16

草取(ジ ヤガイモ)

家畜番

来客(マ マニ)

畑の測量

ジャガイモ売却

サ ッカーの試合

定期市(パ カゥレス)

定期市(エ スコマ)

糸紡 ぎ

コ カ売 り(コ ヤ ス ヨ)

定 期市(エ ス コマ)

この週 か ら地 区 対 抗 の サ ッカ ーの 試 合 が始 ま る。 初 日は 開会 式 。 大 会 の 後 援 は エ ス

コマ の有 力 者 。 皆 「(良い)賞 品 が あ るだ ろ う」 と期 待 して い る。 翌 日 キ ラハ タ 村 へ

行 き3試 合 す る。 ジ ャガ イ モの 播 種 か ら1ヶ 月 た って草 取 が始 ま る。 この 作 業 は 単 に

草 を 取 る だ けで な く,成 長 した苗 が 丈 夫 に 育つ よ う,周 りに 土 を 寄せ る仕 事 も含 ま れ

る。14日 の測 量 はマ マ ニ の要 請 で 行 った もので,お そ ら くプ ロ ジ ェク トの 資 料 に す る

た めで あ ろ う。 同 日今 月 の 謝 金 を 受 け取 る。 ま た,マ マ ニに 頼 ま れ て ジ ャガ イ モを 売

る。

第37週

夫 婦

12.17草 取(ジ ャガ イモ)

12.18

12.19

12.20

12.21播 種(カ ラス ムギ)

12.22(雨)

12.23定 期 市(エ ス コマ)

新 婚 夫 婦訪 問

夫

共同労働(草取)

サ ッカーの試合

播種(オ オムギ)十娘

買物(P。アコスタ)

灌海溝清掃

妻

9
・

定期市(パ カ ゥレス)

織物

?

18日 の試合はキラハタ村との練習試合。ユカの選手が皆で10ペ ソずつ出し合 って相

手に清涼飲料水を提供する。この週の播種はオオムギとカラスムギ。通常の播種期よ

りずいぶん遅いが,お そらく食料ではなく家畜の飼料であり,熟 す必要がないのでこ

の時期にまかれるのであろう。

22日 は大雨のため,溝 にたまった水がジャガイモを傷めないように清掃する。23日

にはエスコマに住む義兄弟の息子がAの いとこと結婚 したので,か れらの家を訪問。

贈物として脱穀 したオオムギを1カ ルガ持って行 く。

第38・39週

夫婦

12.24草 取(ジ ャガイモ)+息 子

夫 妻
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新 婚 夫婦 訪 問

12.25(ク リス マ ス)

12.26播 種(オ オ ムギ)十 子供

12.27草 取(オ カ)十 娘

12・28共 同 労働(草 取)

12.29

12・30定 期 市(エ ス コマ)

12.31

1980

ユ.1

1.2

1.3

1,4

1.5

1.6放 牧 地 で 家 畜番

サ ッカーの試合

友人訪問(テ ムコ)

サ ッカーの試合

放牧地で家畜番

潤既溝清掃

サ ッカーの試合(エ スコマ)

放牧地で家畜番

放牧地で家畜番

草取(ソ ラマメ)十娘

草取(ジ ャガイモ)+娘

試合見物+子 供

織物

織物

織物

放牧地で家畜番

放牧地で家畜番

定期市(パ カ ゥレス)

定期市(エ ス コマ)

放牧地で家畜番

放牧地で家畜番

放牧地 で家畜番

定期市(エ ス コマ)

農作業はジャガイモ畑,オ カ畑,ソ ラマメ畑の草取が中心。妻は依頼 された織物の

仕事にかかる。灌漑 溝清掃は,先 週同様雨が多いため。12月31日 からまた放牧地での

家畜の世話の当番がまわって くる。

1月1日 の新年を,妻 は放牧地にいるが,子 供と3人 でニワトリ料理を作って祝 う。

この日は地区対抗サ ッカー試合の最終戦。3対1で 勝つ。試合が終わって帰宅 し,若

い選手たちを混じえ,ビ ールと清涼飲料水を飲み,そ の後広場で踊る。か くして 「今

年の元旦は皆幸せで,な んの問題 もなしで過ごすことができた」。

第40週

夫 婦

1.7放 牧 地 で 家 畜番

1.8織 物 の整 経

1.9

1.10

1.11手 伝(父 親)

1.12

1.13

夫

マ ン タ織 り

買 物(P・ ア コス タ)

サ ッカ ーの 試合

定期市(チ ナヤ)

散歩(エ スコマ)

妻

マンタ織 り

定期市(パ カウレス)

マンタ織 り

?

定期市(エ スコマ)

妻は7日 に当番が終わ り,Aの 姉妹 と交替。彼女は自分が所有するヒッジの数が多

いため2週 間当番にあたる。8日 にはマンタ織りのための整経(経 糸の準備)を する。

この作業は通常2人 が組になって行われる。9日 には妻はパカウレスの市から 「徒歩

で帰 り,午 後5時 にとても疲れて帰宅する」。 翌 日今度は夫がP.ア コスタまで,ぺ
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ル ー製 の 毛糸 を 買 い に徒 歩 で 往 復 す る。朝6時 に 出て 午 後4時 帰 宅 。 帰 って一 服 して

か ら村 の サ ッカ ー場 で 試合 。 ア ンデス の農 民 は歩 くの を 苦 に しな い と よ く言 わ れ るが,

や は り徒 歩 で遠 い所 まで行 くの は疲 れ る ので あ ろ う。

12日 に は 夫 が チ ナ ヤヘ ブ タを 買 い に 行 く。13日 に は妻 はい つ もの よ うに エス コマ の

定 期 市 ヘ コカ売 りに,夫 も 「散 歩 を しに 」 エ ス コマ へ 行 く。

第41・42週

1.14

1.15

1.16

1.17

1.18

1.'19

1.20

1.21

1.22

1.23

1.24

1.25

1.26

1.27

夫婦

草取(ジ ャガ イモ)+手 伝1入

定期市(エ スコマ)

5つ の地区の会合

牧草探 し

友入訪問(祝 い)

定期市(エ ス コマ)

夫

手伝(父親)

マンタ織 り

買物,売 物(ラ パス)

旅行

組合の集会

組合の集会

金を貸す

楽師契約(ト ゥロ ・クチ ョ)

親戚訪問(祝 い)

サ ッカーの試合(エ ス コマ)

友人訪問(祝 い)

組合の集会(エ スコマ)

　　妻

マ ンタ織 り

定期市(パ カゥレス)

　　 ?

マ ンタ織 り

　　 ?

?

　

?

?

?
・

14日 は2度 目の ジ ャガ イモ 畑 の 草 取。 ミ ンカ(minka)を ひ と りや と う。 ミ ンカ に

は報 酬 と して 「普 通 ジ ャガ イモ,オ オ ム ギ な ど地 元 で とれ る作 物 」 を 払 う。 この 日 は

粒 の オ オ ム ギを 半 ア ロバわ た す 。 翌 日父 親 の畑 ヘ ミンカ で 出,同 じよ うに 粒 の オ オ ム

ギを 半 ア ロバ 受 け取 る。 この地 域 で は男女 と も織 物 が で き るの で,妻 が市 に行 って い

る間,夫 が織 物 の 仕 事 を手 伝 って い る。

16日 に は夫 が ラパ スへ 「屠 殺 した ヒッ ジを1頭 持 って行 く。(売 った お金 で)買 物

を す る」 つ も りで あ った が,「 不幸 に も安 い 値 で しか売 れ なか った」。

22日 に は友 人 がAの 自宅 を 訪 れ 借 金 を頼 む。 「妻 と も相 談 して 」 月 に2.5%の 利 息 で

5,000ペ ソ貸 す こ とに す る。 後 半 の 数 日除隊 祝 い が続 く。23日 に はAの い と この 除 隊

の祝 い の た め,自 分 で トゥ ロ ・クチ ョとい う村 ま で楽 師 の契 約 に 行 く。 この 日の 支 出

は楽 師6人,お 祝 い の ビール そ の他 で1,208ペ ソの 出費 。

第43週
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夫

1・28旅 行(ラ パ ス)

1.29会 合(コ チ ャバ ンバ)

ユ.30会 合(コ チ ャバ ンバ)

1.31会 合(コ チ ャバ ンバ)

2.1会 合(コ チ ャバ ンバ)

2.2買 物(コ チ ャバ ンバ)

買 物(ラ パ ス)

2・3旅 行

買 物(エ ス コマ)

妻

9
。

9
・

?
。

?
・

?

9
・

?
。

?
。

1月30～2.月1日 まで,プ ロジェクトに

協力 している農民を集めて,コ チャバンバ

で講習会が開催される。 講習会では,「 記

録」に関する講評,農 業指導,そ れぞれの

地域(高 地,谷,低 地)に おける農牧生活

に関するアンケー ト,意 見交換,農 牧生活

に関する映画会などが行われ,こ れ らを通

じて,「 より良い農業をする」のが 目的 と

な って い るが,同 時 に レク リエ ー シ ョン と して 地 区 毎 の サ ッカ ーの 交 流試 合 も行 わ れ

る。

こ こで も妻 に 関 す る記 録 が全 く無 い が,お そ ら く先 週 に 引 き続 き マ ンタ織 りを して

い る と思 わ れ る。

第44週

夫 婦

2.4

2.5

2.6

2.7

2.8

2.9儀 礼(チ ラ ンパ ヤ)

2.10定 期 市(エ ス コマ)

夫

組合の集会

放牧地での家畜番

儀礼

来客(ママニ)

裁判

組合の会合

妻

マンタ織 り

マ ンタ織 り

定期市(パ カ ゥレス)

マ ンタ織 り

?

マ ンタ織 り

今週も妻はマンタ織 り。「今日(5日)妻 はマンタを50cm織 り進む」とあるように,

家事を しながら1日 で織れる量は少ない。6日 は 「カンデラリアの日にはヤティリ(呪

術師)を よんで,今 年はヒョウが多 く降 りませんように,播 種を行 った作物すべてが

良 く実るために雨が適当な時期に降りますように」と願 う儀礼を徹夜で行 う。翌日も

村役の家で飲み続けたが,マ マニが来たので自宅に引揚げる。今月から 「記録」記入

の謝礼が月125ペ ソに増える。9日 の午前中には,「作物に害虫がたくさんついており,

オオムギは黄色 くなって枯れかけているので,こ れらすべての悪いことが神の加護で

無 くなるように」と,す べての村人がチランパヤという場所に集まり,お 祈 りをする。

残念ながらこの儀礼の詳しい内容は書かれていない。

第45週

夫婦

2・11牧 草集め

夫

ヒッジの毛洗い

妻

マンタ織 り
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2.12

2.13

2.14

2.15

ニワ トリ小屋作 り+子 供

儀礼(チ ランパ ヤ)

2.16

2.17踊 り見 物

ニワ トリ小屋作 り

貸金取立

スカー ト縫製

定期市(パ カ ゥレス)

?

?

放牧地で家畜番

1月 半 ば か ら2月 末 まで の この時 期 は,農 作 業 は 暇 に な るが,端 境 期 の た め,「 家

に家 畜 の飼 料 が少 な くな った の で,ウ シに食 べ させ る草 を 探 しに行 か な けれ ば な らな

い ほか,ニ ワ ト リ小 屋 作 りな どの雑 用 もす ませ て お か な けれ ば な らな い」。14日 は朝

5時 に家 を 出て,2回 目の お祈 り。 キ リス トに罪 の 許 しを 乞 い,作 物 が枯 れ か け て い

る ので,雨 を願 う。

17日 は カ ー ニバ ル 。 食 事 を してか ら 「髪 を洗 い,新 しい 服 に着 替 えて 」 エス コマ へ

行 く。 子 供 た ちは家 畜 の 世 話 で 家 に 残 る。 「祭 りで 友 達 に会 い,ビ ール を2本 買 って

か れ らにふ る ま い,帰 りが け に さ らに2本 買 って 帰 宅 。 妻 は子 供 た ちに パ ン,モ モ,

トゥナ(ウ チ ワサ ボ テ ンの 実)を 買 う」。

第46週

夫 婦

2・18パ ド リノ訪 問+子 供

2.19友 人 訪 問

2.20牧 草 集 め

2.21モ レナダ の 練 習

2.22モ レナ ダの 練 習

2.23ヒ ツ ジ解 体

兄 弟 のパ ド リノ訪 問

2.24義 兄 弟 のパ ド リノ訪 問(チ ャヤ ワル)

妻

洗濯

18,19日 は祭 りの続 き。祝 い の

間,パ ド リノ(代 父),友 人 達 を訪

問 し,そ の 時 の手 土 産 の た めに,

酒,タ バ コ,紙 テ ー プ や 切 り紙

(祭 りや祝 い に使 うもの)な ど に,

か な りお金 を 使 う。21,22の 両 日

は4月30日 に 行 わ れ る サ ン タ ・カ

タ リナ の祭 りの た め に,主 催 者 の

家 に集 ま って モ レナ ダの 踊 りの 練 習。 この 日 も ビー ル を買 って 飲 む 。

第47週

　　　　　夫婦 夫 　妻 子供 のみ

2.　25　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 洗濯

2.　26　 　　　　　　　　　　組合の共 同労働　　　　　 ?

2・27手 伝(父 親)

2・28手 伝(父 親)

2・　29手 伝(父 親)　 　　　 本 を読む　 　　　　　　　?　　　　 　　　 収穫(オオ ムギ)

3・1収 穫(ジ ャガイモ)　 本 を読む

375



国立民族学博物館研究報告15巻2号

3.2

学校の保護者の集会

始業式(エ スコマ)定 期市(エ スコマ)

3月 に入って再び農作業が始まる。最初は父親のジャガイモの収穫の手伝い。29日

は夫がめずらしく午前中農業に関する本を読む間,こ ちらもめず らしく子供たちだけ

でオオムギの収穫を行っている。おそらく,家 畜の飼料にするためであろう。

3月2日 から新学期が始まる。始業式にはラパスから文部省の役人が くるので歓迎

のアーチを作る。

第48週

3.3

3.4

3.5

3.6

3.7

3.8

3.9

夫婦

収穫(ジ ャガイモ)

収穫(ジ ャガイモ)

収穫(ジ ャガイモ)

選別(ジ ヤガイモ)

収穫(ジ ャガイモ)

収穫(ジ ャガイモ)

収穫(ジ ヤガイモ)〆

定期市(エ ス コマ)

夫

手伝(友人)

妻

定期市(パ カゥレス)

「今日月曜日は,1日 中リフアナ(lijhuana)と いう農具でジャガイモの収穫 を始

める」と共に,再 び農繁期になる。「ジャガイモの植物(茎 や葉)の 半分は収穫物が雨

に濡れないよう覆うために使い,残 りは家畜に食べさせるため,家 に運ぶ」。また 「収

穫 したジャガイモはコスタル(穀 物袋)に 入れロバに積んで家まで運ぶ」。「家に運ん

だジャガイモは,近 くの乾いた場所に草を敷き詰めた所に広げ,雨 に濡れないよう,

上から草やジャガイモの葉や茎で覆 う。虫食いのジャガイモは家畜の飼料にするため,

屋内の隅に積んでおく」。7日 は友人の家の屋根ふきの手伝い。 雨期であるこの時期

に屋根をふくのはめずらしい。

第49・50週

3.10

3.11

3.12

3.13

3.14

3.15

3.16

夫婦

糸紡 ぎ

収穫(ジ ャガイモ)

収穫(ジ ャガイモ)

収穫(ジ ャガイモ)

運搬(ジ ヤガイモ)

定期市(エ ス コマ)

夫

小屋作り

組合の共同労働

妻

9
・
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3.17

3.18

3.19

3.20

3.21

3.22

3.23

収穫(ジ ヤガイモ)

収穫(ジ ヤガイモ)

選別(ジ ヤガイモ)

定期市(エ スコマ)

組合の共同労働

組合の共同労働

会合 定期市(エ スコマ)

ジ ャガ イ モの 収 穫 が 続 く。10日 は 「1日 中雨 が降 った り止 ん だ りのた め,外 で の 仕

事 が で きな い」 の で,夫 婦 で糸 紡 ぎに 精 を 出 す。

11日 に は 「この3日 間 ジ ャガ イ モ(畑)を 見 張 るた め に寝 る小 屋 を作 る」。 「今 年 の

ジ ャガ イモ は(ま だ)良 く熟 して い な い。 しか し虫 が食 い は じめて お り(収 穫 せ ざ る

を得 ない の で),畑 で(そ の ま ま 置 いて)良 く熟 す よ う,同 じ植 物(ジ ャガ イ モ)の

葉 で 雨 に 濡 れ な い よ う覆 い,熟 して か ら家 に運 ぶ」。

Aの 家 だ けで な く,組 合 の畑 で もジ ャガ イ モの 収 穫 が始 ま る。 収 穫 した ジ ャガ イ モ

の うち,大 と 中 は売 却用,小 は種 イモ 用 に選 別 す る。17日 の共 同労 働 は収穫 で は な く,

今 年 の10月 に ジ ャガ イ モを 播 種 す るた め の耕 地 の 耕 起 。

第51週

3.24

3.25

3.26

3.27

3.28

3.29

3.30

夫婦

収穫(オ オムギ)

収穫(ジ ャガイモ)

収穫(ジ ャガイモ)

定期市(エ ス コマ)

夫 妻

洋服仕立て依頼(チ ャワヤ)定 期市(パ カゥレス)

旅行(ラ パス)

買物(ラパス)

定期市(エ スコマ)

24日 「午 前 中が 降 った り止 ん だ りで 農 作 業 が で きな い。 午後 よ うや く雨 が 止 ん だ

ので オ オ ム ギを 数束 刈 り入 れ る」。25日 も午 前 中 雨 の た め,午 後 か らジ ャガ イ モ の収

穫 。

26日 に は 「サ ンタ ・カ タ リナ の祭 りで着 る乗 馬 用 の 背 広 を作 って も らい た い 」 ので,

チ ャワ ヤの 仕 立 て 屋 へ 行 く。28日 に は ラパ ス へ 「旅 費 を 出 す た め ジ ャガ イモ を1ア ロ

バ持 って 」 行 く。翌 日 ラパ スで 洋 服 地,ス カ ー ト,セ ータ ー,靴,刺 繍 した マ ンタ,

パ ス タ1袋,塩1塊,ベ ル トな ど約5,000ペ ソの 買 物 を す る。Aが ラパ スで 買 物 をす

るの は1月 末 の コチ ャバ ンバ の講 習会 の帰 り道 を 除 け ば,約1年 前 の祭 りの衣 装 作 り

の 材 料 を 仕入 れ に行 った 時 以 来 で あ る。 今 回 の この大 量 の買 物 は,お そ ら く背 広 同様,
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4月 末 の サ ンタ ・カ タ リナの祭 りに備 えて の もので あ ろ う。

第52・53週

1

1

2

3

4

5

6

7

8

33

4

4

4

4

4

4

4

4

夫婦

収穫(ジ ャガ イモ)

収穫(オ オムギ)

収穫(エ ンドゥマメ)

収穫(オ オムギ)

祭 り見 物(エ スコマ)

収穫(オ オムギ)

収穫(ソ ラマメ)

夫

競馬見物(エ ス コマ)

競馬見物(エ ス コマ)

妻

コカ 売 り(エ ス コマ)

コカ 売 り(エ ス コマ)

定 期市(エ ス コマ)

ジ ャガ イ モ,オ オ ム ギに 続 い て エ ン ドウマ メ(2日),ソ ラマ メ(8日)の 収 穫 が

始 ま る。 オ オ ム ギ は鎌 を使 って刈 って か ら,畑 の1ケ 所 に 山 積 み に し,乾 燥 させ る。

エ ン ドウマ メ と ソラマ メ は道 具 を使 わ ず 手 で摘 み と る。

4,5日 はイ ース タ ーの た め仕 事 を しな いが,妻 は祭 りの 人 出 を 当 て こん で エ ス コ

マ ヘ コカ売 りに行 く。 夫 は の ん び りと競 馬見 物 。6日 に は友達 と会 い,ビ ール を飲 ま

せ て くれ た ので 自分 もお 返 しを す る うちに,す っか り酔 っ払 って しま う。

4.農 民Aの 生活 の分析

前節で 「記録」を通 して農民Aの1年 の生活を概観したが,こ こではこの資料に基

づいて,農 耕,牧 畜,分 業,共 同労働,現 金収入などについて,A家 の生活の分析を

行う。

4・-1.農 牧 生 活

4-1-1,農 耕 サ イ クル

「記 録 」 に よ れば,A家 で は ジ ャガ イモ,オ オ ム ギ,オ カ,カ ラス ム ギ,ソ ラマ メ,

エ ン ドウマ メ,キ ヌ アを 栽 培 して い るが,3-1.で あ げた この地 方 で一 般 的 な作 物 の う

ち,オ ユ コ,タ ル ゥ ィは耕 作 して い な い 。

ユ カ村 に 限 らず 熱 帯 ・亜 熱 帯 に 位 置 す るア ンデ ス高 地 の気 温 は,月 平 均 を見 る と い

わ ゆ る夏 に 当 た る雨 期 の方 が や や高 い とい え る く らいで,年 間 を通 じて は大 きな変 化

はな い。 夜 間 の温 度 が 零下 に な るの は3,500m以 上 の 高 地 で,そ れ も6月 か ら8月 に

か けて の間 だ けで あ る[YAMAMoTo1981:90]。 灌瀧 水路 が あま り発達 して い な い 高
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表1

月日

作物 ジャガ

イモ

4.1

10

20

O口
o

○
○

O

○

5.1

10

20

▲
▲

▲?
▲?
▲?

▲?

6.1

10

20

30

ロ
ロ

オオ
ムギ

○

o

o

○
○
○

○
○

△

△

○

o

○◇

o

○

オカ カラス
ムギ

○

o
o△

O
O△?

0

o

o

◇

O

O◇

ソラ
マメ

エ ンド

ウマメ

○

○

キヌ

ア 月日

作物 ジ ャガ

イ・モ

7.1

10

20

8.1

10

20

D
口

9.1

10

20

30

▲耗起 、M肥 料 運搬 、

オオ
ムギ

△

△
△

△
△

▽
▽

オカ カ ラス
ムギ

口

ソラ
マ メ

エ ンド

ウマメ

△
◇

△

キヌ

ア

△

●播種 、▼草取 、○ 収穫 、[コ選別 、△脱穀 、 ▽風 選、◇ 運搬、 ∴チ ュニ ョ加 工、

舘潅概溝清掃
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表1(続 き)

月日

作物

10.1

10

.20

11.1

10

20

12.1

10

20

31

ジャガ

イモ

▲

▲

▲

▲

会

● ■

3

●

▼

▼

廻

▼

瑠

オオ
ムギ

●

●

●

●

オカ

●

▼

カラス
ムギ

●

●

ソラ
マメ

▲

●

●

エ ンド

ウマメ

●

キヌ
ア 月 日

作物

1.1

10

20

2.1

10

20

3.1

10

20

31

ジャガ

イモ

▼

▼

O

O
O
O

O口
O
O

O
O
O

◇

O

含

O

O

O

オオ
ムギ

○

○

オカ カラス
ムギ

ソラ
マメ

▼

エ ン ド

ウマメ
キヌ

ア
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地では,農 耕サイクルは雨の降る時期によって決定される。1年 は10月～4月 の雨期

と5月 ～9月 の乾期に分れ,ユ カの農耕も当然このような天候 ・気候に条件づけられ

て行われている。その内容は,耕 起,播 種に始まり草取および土寄せ,収 穫,選 別,

加工(ジ ャガイモの場合)に 終わる。作物ごとの作業内容,日 時は表1の 通りである。

アンデス高地に一般的な輪作,休 閑がユカで 行われているかどうかについては,「 記

録」からだけではわか らない。

この表から,ユ カ村では2,7,9月 が農閑期,1,11月 も比較的暇な時期,そ して

残 りの月が農繁期であることがわかる。ただ し,7月 が前月に収穫 した穀物や豆類を

乾燥するため必要な期間であるため,作 業がなかったことは理解できるとして も,8

月になってすぐに再び作業を開始 していることには,単 なる作物の乾燥の度合という

現実的な条件によるのではな く,他 のなん らかの理由がある可能性が高い。

また,一 連の農作業を播種にまつわるもの(表 で黒 くつぶれている記号)と,収 穫

にまつわるもの(白 抜きの記号)と に分けてその数を比較すると,大 体1:2の 割合に

なる。つまり,ア ンデス高地での農作業は収穫の方に倍の手間がかか っているという

ことになる。

4-1-2.農 作業の労働時間と収穫量

「記録」からそれぞれの作物の播種量,収 穫量,播 種量と収穫量の差(つ まり純収

穫量),お よび費やした労働日数(人 ×日),日 数当たりの収量を計算すると,表2の

ようになる。 これを 「記録」に述べ られている市場での売価に換算してみよう。ただ

し残念なことに,「記録」には ジャガイモとオオムギの売り渡 し価格のみしか記 され

ていないうえ,表2の 注にも記 したように,オ オムギの価格は穀粒の場合であるので,

表2播 種量と収穫量の比較

ジ ヤガ イ モ

オ オ ム ギ

オ カ

カ ラ ス ム ギ

ソ ラ マ メ

エ ン ドウマメ

キ ヌ ア

その他 の労働

播 種 量

264。50kg

63.25kg

23.OOkg

23.00kg

l1.50kg

11。50kg

?

収 穫 量

1,495,00kg十a

l,311.00kg十a

529.00kg

322.OOkg

92.00kg十a

80.50kg

?

収穫量

播種量

約5.7倍

?

約23倍

?

約8倍

約7倍

?

収 穫 量

播 種 量

1,230.50kg

1,247。25kg

506.00kg

299.00kg

80.50kg

69.OOkg

?

延べ作業
日数

108日

48日

24日

12日

8日

6日

1日

6日

作業 日数当たり収量

約ll.40kg十 α

26.00kg十 α

21.10kg

25.00kg

10.00kg十 α

11.50kg

注)オ オムギ,カ ラスムギの場合播種量 は穀 粒で あるのに対 し,収 穫量は茎付 きであるため,

正確な純収量(収 穫量一播種量)は 計算できない。
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換 算 の 資料 と して は使 う こ とが で きな い。 ジ ャガ イ モ の場 合1ア ロバ(ll.5kg)当 た

り60～80ペ ソなの で,仮 に そ の 間 を と って70ペ ソで売 った と して,Aの 家 で は こ の1

年 間 に ジ ャガ イ モ は約10,600ペ ソ分 の純 収 穫 が あ った こと にな る。 これ を1日 当 た り

の 収 入 に 直 す と,約100ペ ソに しか な らない 。 農 作業 の手 伝 いに 行 った りあ る い は頼

ん だ 際,ジ ャガイ モ の場 合 で 通 常1日2ア ロバ の 手 間 賃 を も ら った り 与 え た り す る

(3-3.参 照)。 つ ま り,1日 当 た りの収 入 は そ の半分 に しか な らない とい う こ とに な

る。

ま た,作 業 総 日数 は213日 と な る。 娘 は家 畜 の世 話 だ け,息 子 は学 校 に行 って い る

この家 族 の 中で,実 際 農 作 業 を 行 え るの は夫 婦2人 で あ る ことを 考 え る と,農 作 業 に

当て られ て い る時 間 は,夫 婦2人 の1年 間 の作 業 可 能 日数(365×2)の 約3割 に しか

す ぎ な い こと がわ か る。

4-1-3.手 伝い

夫婦で手伝いに行ったのは5回 で,い ずれもAの 父親の農作業である。妻だけが手

伝いに行 ったのはわずかに1回 でこれも父親の農作業。季節は2月 ～5月 の収穫期に

集中している。注目されるのは,父 親とはいえ必ずなにか収穫物を謝礼として受け取

っていることである。

夫だけが手伝いに行ったのは,父 親(5回),代 父(2回),友 人あるいは隣人(18

回)と 多くなる。仕事の内容は農作業もあるが,代 父の所およびラパスの友人の所へ

衣装製作の手伝いに行ったのを除 くと,材 木切り,ア ドベ作りなど家の建築関係がほ

とんどを占める。前述のように,父 親の手伝いに行った場合,必 ず謝礼を受け取って

いるにもかかわらず,代 父と友人の場合,謝 礼を受け取っているのは1回 のみで,残

りの19回 には謝礼 もしくはそれに相当するような事柄については,何 の記録もない。

いっぽう手伝いを頼んだ方を見ると,組 合の作業に父親に代わ りに出てもらったの

を除 くと,こ の1年 間にわずか3回 で,い ずれ も農作業(耕 起2回,草 取1回)で あ

る。これらの場合 もしかるべき作物を謝礼として出している。記録の1年 に限ってみ

ると,Aの 場合は明らかに手伝いに行 く方が多く,出 入の均衡が取れていない。また,

親子の間での手伝いは,い わゆる相互扶助あるいは労働交換ではなく,子 の方からの

一方的な奉仕の行為であるという友枝のペルー領アヤクチョの事例[1968:9]は
,こ

こでは当てはまらない。

親以外への手伝いの内容は,衣 装製作と家の建築である。前者に関連 して,時 には

A自 身非常に忙しい時期があるにもかかわらず,手 伝いを頼んだことはない。後者は

当人が家を建築 しなければ,手 伝いを頼むことは当然ありえない。アンデス高地の農
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民 が どの 程 度 の頻 度で 家 の 建 築 を行 うか と い うデ ータ は な い が,お そ ら く一 生 に数 度

とい う程 度 で あ ろ う。 この 地 域 の 家 は 通 常 ア ドベ作 りで あ り,そ の製 造 に は か な りの

人手 を要 す る。 ま して 日干 し レンガ で あ るア ドベ作 り は乾期 に行 うの が 最 善で あ り,

か つ あ る程 度 ま と ま った期 間 に済 ませ て しま う方 が都 合 が 良 い。 ま た,使 う量 は 多 く

ない とは い え,屋 根 や 梁,窓 枠 な どに 使 う木材 の加 工 も,家 族 労 働 の範 囲で は 難 しい 。

その た め,家 の建 築 は 村人 が多 数 集 ま って 協 力 して 行 わ れ る。 そ の場 合 の報 酬 は食 事

や飲 物 の供 与 く らい で,謝 礼 は払 わ れ ない の が普 通 で あ る。

　 ア ンデス の 高地 の農 村 で は,ア イ ネ(ayne)ま た は ワへ ・ワ へ(waje　 waje),　 ミン

カな ど と よば れ る,相 互 扶 助 が 発 達 して い る とい わ れ て お り,一 般 に前 二 者 は 無 償,

後者 は有 償 と され て い る[MAYER　 1974ユ 。 この定 義 に よれ ば,　 Aの 場 合,父 親 の手

伝 い は ミン カで あ り,そ の 他,特 に 家 の 建築 の手 伝 い は,ア イ ネに 相 当す る とい う こ

とに な る。 しか しア イ ネ が全 くの 無 償 労 働 あ る い は単 な る奉 仕 で あ ると い う訳 で は な

く,そ の場 で は報 酬 は 受 け 取 らな い が,い ず れ 自分 が施 主 に な る時 に労 働 で 返 して も

ら う こと が期 待 され て い る。 この よ うに 考 え る と,確 か に ア ンデス 高 地 で は相 互 扶 助

が 発達 して い る とい え る。 しか し村 人 に と って の家 の建 築 とい うの は,大 勢 の 人 が 集

ま って ひ とつ の仕 事 を し,食 事 を 共 に す ると い う一 種 の お祭 り,あ るい は レ ク リエ ー

シ ョ ンの場 で あ る とい う意 識 の方 が 強 い と い うの が実 情 で あ る。

　前 述 の よ うに,Aが この1年 間 に手 伝 いを 頼 ま れ た の は計32回 。 それ に 対 して 頼 ん

だ の は4回 で あ る。 この数 字 を も って,こ の地 域 で 相 互 扶 助 が 発達 して い るか ど うか

の判 断 はで き な い。 ま た残 念 なが ら,こ の 回数 が ア ンデス の 他 の地 域 に比 べ て 多 い の

か 少 な い の か,あ るい は 出入 が は なは だ し く不 均 衡 で あ るか 否 か に つ いて は,こ れ ま

で の報 告 に は量 的 なデ ー タ が示 され た 例 が な いの で 判 断 はつ きか ね る。 いず れ に して

も,相 互扶 助 の社 会 関 係 の範 囲 は,親 族,代 父 な ど の擬 制 親 族,そ して 数 人 の 友 人 と

い う非 常 に狭 い もの で あ る とい う こ と は,こ れ らの デ ータ か らいえ るで あ ろ う。

　 さ らに,労 働 と社会 関係 につ い て は,次 の よ う な こ とが 指摘 で きる。 す なわ ち,手

伝 い の 日数 の う ちか ら何 らか の報 酬 を 受 け 取 った 日 を除 いた 日数(短 期 的に み れ ば,

いわ ば 利他 的 活動 とい え る もの)は 年 間19日 と な る。 こ の利 他 的 活 動 は,Aの 家 族 が

この 村 で の生 活 を 円滑 に行 って ゆ くた めの,社 会 的潤 滑 油 とい え るだ ろ う。A家 の 場

合 この 活 動 は ほ とん どA自 身 が行 って い るので,か れ の 年 間 総 労働 日数291日(1年

365日 か ら,4-3-3.で あ げ た祭 り見 物,サ ッカ ーの 試 合 な ど の非 労 働 日を 引 い た もの)

で,利 他 的 活 動EI数19を 割 る と,そ の 割合 は約6.9%と な る。 い いか え れ ば,　 Aは 自

分 の1年 間 の総 労 働 時 間 の 約7%を 利 他 的 活 動 に さ くことに よ り,い わ ば将 来 に備 え
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て労 働力 を プー ル して い る と もい え る。

　4-1-4.牧 畜

　3-2.で 述 べ た よ うに,A家 で は ウ シ,ロ バ,ブ タ,ヒ ッ ジ,ニ ワ トリな ど の家 畜 ・

家 禽 を飼 育 して い る。 そ の他,3-2.に 「クィ を飼 って い る台 所 」 とあ るの で クィ も飼

育 して い ると思 わ れ る。 クイ は ア ンデ ス 高 地 で は食 用 と して,あ る い は儀 礼 用 と して

非 常 に一 般 的 な動 物 で あ る。 しか しど うい う訳 か,そ の後 の記 述 に は ク イを食 べ た と

か,ク イ の餌 を 探 しに行 った とか い う記述 は全 くな い。 ま た,ア ンデス 中 ・南部 高 地

に 多 い リャマ,ア ル パ カ に 関 す る記 述 もな い 。

　 この う ち ウ シと ロバ はそ れ ぞ れ耕 起 の た め の ユ ンタ(牽 耕)用 お よ び運 搬 用 に飼 育

され て い るので,数 は少 な い 。 い っぽ う ヒ ツ ジと ブ タの 飼 育 頭数 は比 較 的多 い。 しか

し,自 家 消 費用 と して 屠殺 す るの はた だ1度,ラ パ スへ 買 物 に行 く時 の費 用 の足 しと

して1度 と い う記 録 が あ るだ けで,ブ タ の 場合 は む しろ売 り買 い を す る回 数 の方 が多

い。 ア ンデ ス 北 ・中部 高 地 で は,よ くウ シ は農 民 の貯 金 で あ る とい う言 葉 を聞 く。 つ

ま り,祭 り,病 気,そ の 他 の た めに,ま とま った 量 の現 金 が 必要 に な ると,ウ シを 売

って それ を 調達 す る わ けで あ る。Aの 場 合 は ヒ ッ ジが貯 金 に な って い る こと が推 測 で

きる。 ラパ ス へ 買物 に行 く時,ジ ャガ イモ な どの作 物 だ けで な く,ヒ ッ ジを 屠 殺 して

持 って 行 って い る。

　 農 業 と異 な り,牧 畜 に は多 忙 期 と閑 散 期 の 区 別 が な い。 基 本 的 に は,ウ シ,ロ バ は

舎飼 いで あ るが,'ヒ ッジ とブ タ は年 間 を通 じて 村 内 の 草地 ・休 閑 地 で 放 牧す る。 た だ

し年 に1度11月 か ら1月 に か けて,パ ホ ナル と呼 ば れ る場 所(記 録 に はな い が,お そ

ら く村 はず れ の 農 耕 に適 さ な い村共 有 の草 地)で 約2ケ 月放 牧 す る。 この場 合3家 族

が共 同 して,1週 間 交 替 で順 番 に管 理 す る とい う シス テム を と っ て い る。

4-2.仕 事 の 分 担

　 4-2-1.農 作業

　 前 節 の記 録 の部 分 を 見 る と,農 作 業 は1年 の う ち110日 行 わ れて い る こ とがわ か る。

その う ち86日,つ ま り全 体 の約80%は 夫 婦 そ ろ って 同 じ仕 事 を して い る。 残 りの24日

は,夫 の み(7日),妻 の み(10日),夫 と娘(3日),妻 と子 供(1日),妻 と娘(1日)・

夫 と妻 が 別 々の作 業(1日),そ して 子 供 だ け(1日)と な って い る。 夫婦 で 農 作 業 を

す る 日を さ らに 詳 し くみ る と,そ の 中 で子 供 あ る い は他 人 が手 伝 って い るの はわ ず か

10日 で,残 りの76日(全 体 の70%)は 夫婦 の みで 仕 事 を こな して い る こ とが わ か る。

この 中で 子 供 た ちの み の作 業 は家 畜 に 与 え るオ オ ム ギの刈 り入 れ で,仕 事 と して は ま
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さに子供にまかせることができる程度のものにすぎない。

　これらのことから,ア ンデスにおける農作業 というのは 「夫婦」をひとつの単位と

して営まれているということがわかる。インカ時代は,夫 婦と未婚の子供からなる家

族が生産と消費の単位であった[フ ァーブル　 1977:40]。 もしそうであるならば,ヨ

ーロッパ世界との接触後500年 近 くたち,新 しい作物,家 畜や道具の導入があったに

もかかわ らず,ア ンデスの農業形態は,今 日においても基本的にはほとんど変わって

いないということを示 しているともいえる。

　4-2-2.牧 畜

　3-2.で 述べたように,Aが 飼育している20頭 のヒッジと2頭 のブタの管理は,11'

才の娘の仕事となっている。学校が休みの間あるいは娘に特別の事情があって放牧の

仕事がで きない時は,息 子あるいは家族の誰かが代わるか,あ るいは他人に依頼する

こともあるが,彼 女はたとえ祭 りであろうと,原 則としてこの仕事を休むわけにはい

かない。

　ヒッジとブタ以外の家畜(ウ シとロバ)は,夫 か妻のどちらかが世話をする。家に

いる時は夫か妻のどちらかが給餌を し,川 に水を飲ませに連れて行 く。時には農作業

のかたわら,畑 の側に杭で繋いでおくこともある。

　4-2-3.　 tSiJ業

　 前 述 の よ うに,Aの 家 で は夫 が祭 りの 衣 装 の製 作,妻 が コ カの小 売 りを して 家 計 を

助 けて い る。 コカ売 り は,近 くの エス コマ とパ カ ウ レスの 定 期市 で行 わ れ る(エ ス コ

マ で31回,パ カ ウ レスで16回)ほ か,8月 に チ ナ ヤ へ2度 行 って い る。 また,祭 りそ

の他 の 行 事 の 人 出 を利 用 して別 の村 に行 くこ と もあ る(8回)と い うよ うに,1年 間

で56回 も行 わ れ て い る。 コ カの 小 売 り値 は,量 り売 りだ と1ポ ン ドで20ペ ソ,ひ とつ

か みだ と2ペ ソで あ ると記 され て い る。 この売 り値 は,P.ア コス タ あ るい は エ ス コ

マで の仕 入 れ の 値毅(1ポ ン ド35～45ペ ソ)と 比 較 す る と,売 り値 が買 い 値 の半 分 と

い う こ とに な って しま い,説 明 が つ か ない 。 お そ ら く,コ カ売 りの ほ とん どは,量 り

売 りで は な く,手 づ か み に よ る少 量売 りで あ り,そ の 際 は 当 然か な りの マ ー ジ ンを 取

って い る ので あ ろ う。

　 夫 の祭 りの 衣 装 関 係 の仕 事 は,製 作,修 繕,運 搬,管 理 を含 めて 年 間45日 費 や され

て い る(ラ パ スで の 友 人 の手 伝 い3日 は除 く)。 主 と して6～8月 の農 閑期 を 利 用 して

行 わ れ て い る た め,農 作 業 に は 影響 を与 え な い 。 しか し,時 に は ペ ル ー領 の村 へ も2

日が か りで 出掛 け,祭 りに付 き物 の酔 っ払 い が 衣装 を汚 した り破 損 しな い よ う監 視 も

385



国立民族学博物館研究報告　 15巻2号

表3　 夫婦 ・夫 ・妻の別 による買物 の種類と回数

品 物

支 出一般

食 料

食料 ・調味料

主 食

調味料

野 菜

その他の食
料

果 物

嗜好品

農牧関係

パ ン

パスタ

トウモロコシ(硬)

コメ

サ トウ

シオ(塊)

シオ

食用油

トウガラシ

オ レガノ

コシ ョウ

コミノ

タマネギ

パ セ リ

カボチャ

ニ ンジ ン

イワシ缶詰

サカナ

ゥミンタ

サラダ

トウモロコシ(軟)

果物

バナナ

イチゴ

モモ

トゥナ

ミカ ン

アメ

コカ

タバ コ

ビーノレ

清涼飲料水

アルコール

鋤 の刃

ウシ

ブタ

家畜飼料

夫婦

3

19

17

9

2

5

10

8

3

28

14

6

10

夫

1

l

I

2

1

3

2

妻

5

1

5

3

1

6

1

1

9

7

6

2

1

1

1

24

3

3

1

2

品 物

衣食住関係

衣類 ・履物

雑 貨

文房具

その他

飼料

ロープ

灯油

鍋

洗剤

石鹸

バケ ツ

染料

毛糸玉

帽子

シヤツ

セーター

運動靴

靴下

靴

上 っ張 り

刺繍マ ン ト

スカー ト

ズボ ン

タオル

ハ ンカチ

布地

ベル ト

電池

マ トラカ

ボール紙

櫛

歯ブ ラシ

薬

薄紙

本

ボールペン

ノー ト

消 しゴム

鉛筆

紙

定規

糊

夫婦

14

2

4

4

3

2

2

3

夫

1

2

1

2

2

1

1

1

1

1

1

1

1

2

1

1

1

1

2

2

2

2

1

1

1

1

妻

1

1

1

1
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しな け れ ば な らず,ま た,不 足 す る材 料 は 自分 で 購 入 しな け れ ば な らな い な ど,決 し

て楽 な仕 事 で は ない 。 そ の割 に1体 につ き200ペ ソと い う貸 し料 は安 い と嘆 い て い る。

　 4-2-4.買 物

　 定 期 市 以 外 で の 買 物 の場 所 と して は,首 都 の ラパ ス,エ ス コマ の南 の チ ャ ワ ヤ,北

のP.ア コス タ そ して地 元 の ユ カ が あ る。 その 他 に1月 末 か ら2月 初 めに か け て の講

習会 の時 に コ チ ャバ ンバ で も買 物 を して い る が,こ れ は特 例 で あ る。 これ らの 買 物 は,

地 元 の ユ カで あ って も必 ず夫 が行 う。Aの 家 族 が この1年 間 に購 入 した 品物 の リス ト

は 表3の 通 りで あ るが,こ れ を見 る と当 然 の こと なが ら毎 日消費 す る食 料 品が 圧 倒 的

に 多 く,そ こに は ほ とん ど の場 合 妻 が関 与 して い る。 パ ン とパ ス タ を夫 が購入 す る こ

とが 多 い が,パ ン は必 ず し も家 族 の た めで は な く,買 物 へ 町 へ 出 た時,あ るい は旅 行

中 な どに 自分 が 食 べ た もの も含 ま れ て い るた めで あ る。パ ス タ は重 いせ い もあ るが,

ラパ ス やP.ア コス タで ま とめ 買 い をす るた めで もあ る。 この 表か ら,妻 は定 期 市 を

利 用 して食 料,果 物 な どの 嗜好 品,調 味料 な どの購 入 に か か わ り,そ の他 の品 物 は基

本 的 に は夫 が 購 入 す る とい うこ とが 読 み 取 れ る。 つ ま り,臨 時 的 な も の,ま と ま った

支 出 を伴 う買 物 は夫 が して い る とい え よ う。

　 前述 の よ う に,A家 は年 間79回 定 期市 へ行 って い るが,そ の うち夫 婦 で 行 っ た回 数

は29回 。 妻 だ けが48回 。夫 だ け は2回 に す ぎ な い。 夫 だけ の ケ ー ス は,チ ナ ヤ とい う

村 で行 わ れ た家 畜 市 で あ る。家 畜 の売 買 は エ ス コマ で も行 って い るが,こ の場 合 も必

ず 夫 が行 う。 ま た,エ ス コマ だ け を取 り上 げ る と,全 部 で61回 の う ち約 半 数 の28回 夫

婦 で 出掛 け て い る。 その う ちの 何 回か は,夫 は 「散 歩 を す る」 た め と して も,他 に用

事 が な い 限 り,定 期 市 に は 夫 婦 で行 くとい うの が 基本 な ので あ ろ う。 この デ ー タ は,

筆 者 が 以前 報 告 した定 期 市 の 調 査[藤 井　 1987]に お け る観 察 を 裏 付 け る もの で もあ

る。

　4-2-5.夫 婦の分業

　 A家 の夫と妻が仕事の分担をしているのは,い わば専門職ともいえる前述のふたつ

の副業(祭 りの衣装製作,市 でのコカ小売 り)を 除けば,ほ とんどない。アンデス高

地で重要な織物を見ると,ユ カでは,毛 洗い,糸 紡ぎ,整 経,織 りなどのさまざまな

作業において,男 女による仕事の分担はない。確かに食事の支度だけは妻の分担とな

っているが,洗 濯は夫が行うこともある。また,「私(A)は いつも妻の手伝いをする」

とあるように,家 事一般に関して男女(夫 婦)間 の作業が明確には区別されていない。

この 「記録」から判断すると,「 アンデス農民社会では仕事,権 利義務,役 割に関 し
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て 男 女 間 の違 い が お ど ろ くほ ど少 ない 」[友 枝 　 1986:225]と い う指摘 は,ま ず妥 当

な もの で あ ろ う。

4-3.そ の 他

　4-3-1.収 支

　 3-2.の 表 に は記 して い な い が,こ の 「記録 」 に は,コ カ は も ちろ ん ジ ャガ イモ そ

の他 の 農 作 物 や家 畜 を売 った 場 合,そ の売 上 げ や 価格 が,ま た,買 物 を した場 合 それ

ぞれ の 品 物 の 値段 が書 かれ て い る。 そ こで1979年4月9日 か ら1980年4月8日 まで の,

す べ て の 収入 と支 出を 計 算 して み る と,収 入 の合 計18,220ペ ソに 対 し,支 出 の合 計 は

44,528ペ ソに な り,収 支 は26,306ペ ソの 赤 字 とな る。 た だ し中に は,売 上 げ あ るい は

買 った 値 段 が書 か れて い ない 場 合 もあ る。 特 に 重要 な コカに 関 して 売 上 げ が記 録 され

て い な い 日が18日 もあ るの で,1回 の売 上 げ の 平均 を収 入 に 加 え,そ の他 無 記 入 の も

の に関 して は,買 物 で無 記 入 の もの と相 殺 した と して も,わ ず か に3,800ペ ソ収 入 が

増 え る だ けで,赤 字 は相 変 らず22,508ペ ソに もの ぼ る。A家 の 現 金 収 入 は これ以 外 に,

衣 装 の 貸 し代 が15,270+α(数 字 が きちん と記 録 さ れて い な い ものを α とす る),毎

月 の プ ロ ジ ェ ク トか らの謝 金 が100ペ ソ(た だ し2月 か ら125ペ ソ)計1,250ペ ソ あ る

の みで,多 く見 積 って も,総 収 入 は20,000ペ ソを越 え る こと は な い と思 わ れ,結 局 は

赤 字 で あ る。

　 1年 間 の 収 支 が赤 字 に な る こ とは 実 際問 題 と して あ りえ ない の で,赤 字 に な った理

由 と して は,収 入 を全 部 記 録 して ない の で は ない か とい う こと が まず 考 え られ る。 確

か に,支 出の方 は ほぼ完 全 に記 録 して い るの に,収 入 の記 録 は漏 れが 多 い 。 支 出 の記

入漏 れ はわ ず か に10回 の み に対 し,収 入 の方 は23回(ほ とん ど が コカの 売 上 げ)あ る 。

買物 の 回数 の方 が 圧 倒 的 に 多 いの で,未 記 入 の割 合 は収 入 の場 合 の方 が は るか に 多 く

な る。 そ こで,こ の 「記録 」 が公 開 を 前 提 と して書 か れ た もの で あ るた め,収 入 を 隠

した の で は な いか とい う こ とが考 え られ る。 しか し,「 記録 」全 体 と して 特 に 不 利 益

な こと を 隠す とい う態 度 は み られ な い こ と,マ マ ニに よ る指導 も適 宜 行 わ れ て い た こ

とを考 え る と,記 入 漏 れ が 意 図 的 で あ っ た 可 能 性 は 少 な いで あ ろ う。 た だ し,こ の

「記 録 」 を 記 入 した の は夫 で あ り,漏 れ て い る もの の ほ とん ど が妻 の コカ 売 りの場 合

で あ る とい うこ と は,単 に夫 が妻 に対 して売 上 げを 聞 き忘 れ た か,聞 きに くか った た

め で あ ると も考 え られ る。 も うひ とつ の可 能 性 は,Aは 家 で 小 規 模 な店 を 開 い て い る

こ とが,「(買 った)ビ ール は 自宅 で 売 るた め」 と い う記 述 か らわ か る。 「記 録」 に は,

店 で の売 上 げ に関 して は全 く記 述 が ない が,ビ ール だ けで な く,お そ ら く市 や祭 りで
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売れ残ったコカも売られ,そ の売上げが赤字を補填 しているのであろう。

　前述のように,食 料品以外の買物は夫が主に分担 しているが,こ のことは,こ の家

の家計を夫が握っているということは意味 しない。なぜなら,借 金を頼まれた時 「妻

に相談 して」か ら承諾 しているからである。

　4-3-2.農 業協同組合

　3-1.に 示 したように,ユ カには組合員60人 か らなる農業協同組合が組織されてい

る。 この数がそのまま家族数であるとした ら,3-1.で 述べた村の家族数64の ほとん

ど全体が加盟していることになる。ここでは,組 合員がなん らかの事情で組合の作業

に参加できない場合は,必 ず代わりの人を出さないと罰金を取 るという制度をとって

いる。Aも4月 から3月 にかけて毎月1～9回,年 間合計39回 にわた り,ジ ャガイモの

共同耕作,貯 蔵庫の建築などの活動,あ るいは役員の選出その他にかかわるさまざま

な会合に時間を費やしている。しか しその結果として,収 穫したジャガイモの分配,

あるいは肥料や農薬の入手,あ るいは新 しい品種の導入など,か なりの利益を得てい

る。 したがって,組 合の作業というものは,結 局は自分のための生産労働であ り,い

わゆる共同体に対する義務づけられた労役奉仕とは区別 される。ちなみに,ユ カ村で

は灌瀧溝の清掃,教 会の畑の耕作,道 普請など,村 人が共同で行う活動はほとんど行

われていない。 「記録」をみる限りでは,2月 に行われた 「村人全員が参加する」儀

礼のみが,そ れに相当するであろう。

　4-3-3.社 交 ・娯楽

　社 交 ・娯 楽 と して は,祭 りの 見 物(13回),結 婚 式 あ るい は除 隊 の 祝 い な ど の家 族

的 な祝 い(10回),踊 りの 練 習(6回),サ ッカー の試 合 ・練 習 ・見 物(15回),来 客 あ

るい は訪 問(10回),旅 行(6回),儀 礼(4回),そ の他(墓 参,裁 判,も め事 仲裁,

始 ・終業 式,教 会 の ミサ,農 業 関 係 の本 を 読 む こ とな ど)(計10回)が 記 録 され て い

る。

　 当然 の こと な が ら,夫 の み が行 うサ ッカー,旅 行 を除 いて,社 交 ・娯 楽 ・儀 礼 に 関

して は,常 に 夫 婦 そ ろ って 参 加 す るの が原 則 で,祭 り見 物 に夫 だ けが 行 く場 合 が あ る

の は,妻 は大 体 そ の時 コカの 小 売 りを して い るた め で あ る。

　 この よ うに 見 て行 くと,夫 婦 が 単位 に な って 行 動 して い る の は,学 校 関係 の 始 ・終

業 式 を除 けば,結 婚式,葬 式,墓 参 な ど も含 めた,い わ ゆ る伝 統 的 な行 事 であ る とい

う こ とが わ か る。 い っぽ う来 客 は ラパ ス 在住 の兄 弟 一 家 が 来 た 例 以 外 は,大 部 分 が 近

くの 友 人 あ るい はマ マ ニ な どの プ ロジ ェ ク トの 関係 者 で あ る。4-1-3.で 触 れた 手 伝 い
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の範囲が,親 族,擬 制親族,そ して近 くの友人の範囲にとどまっていることと合わせ

て考えると,農 民の社会関係の狭さが読み取れよう。

5.お わ り に

　以上,ボ リビアの1農 民Aの1年 間の 「記録」をもとに して,中 央アンデス南部高

地の農民の生活のいくつかの側面について分析を行 った。その結果,A家 の労働に関

して次のことが指摘できた。

　a)農 作業:1年 間の農作業日数は,夫 婦の年間可能労働日数の約3割 にしかすぎ

ない。

　b)　 男女の分業:性 差による作業 ・役割分担 は,農 業労働に限らず,日 常活動のほ

とんどの局面で明確でない。

　c)相 互扶助:個 人が扶助を期待できる社会関係の範囲は狭い。 また,扶 助の出入

りは不均衡であるが,出 はいずれ返 って くるという暗黙の了解があるので,年 間31回

という数字は,ア ンデス農村において相互扶助が発達 している証拠ともいえる。

　d)利 他的労働と社会関係:Aは 自分の労働時間の約7%を 利他的活動にあてて

いるが,こ の数字は将来に備えて,労 働力をプール している割合といえる。

　ただし,こ れらの結論はボ リビア高地 という中央アンデスの一地域の,ひ とりの農

民の 「記録」を資料としたものであり,た だちに全中央アンデスに一般化できるわけ

ではない。 しか し,以 上の分析により,数 量的データを含んだこの 「記録」の有効性

は確認で きたといってよいであろう。
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